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第
４
次
安
倍
内
閣
が

２
０
１
７
年
１
１
月
に
発
足

し
て
以
降
、
初
の
大
型
国
政

選
挙
と
な
る
。
候
補
者
数
は
、

比
例
代
表
が
導
入
さ
れ
た

１
９
８
３
年
以
降
で
は
０
４

安
倍
長
期
政
権
に
審
判

改
憲
勢
力
３
分
の
２
焦
点

３
７
０
人
立
候
補

年
の
３
２
０
人
に
次
い
で
少

な
か
っ
た
。
男
女
の
候
補
者

数
の
均
等
化
を
促
す
「
政
治

分
野
の
男
女
共
同
参
画
推
進

法
」
が
昨
年
成
立
し
て
初
の

大
型
国
政
選
挙
で
、
女
性

候
補
は
１
０
４
人
。
比
率
は

２
８
・１
％
と
過
去
最
高
だ
っ

た
。

　

改
憲
勢
力
は
自
民
党
、
日

本
維
新
の
会
、
改
憲
派
の
諸

派
・
無
所
属
と
、「
加
憲
」

を
主
張
す
る
公
明
党
。
衆
参

両
院
で
３
分
の
２
以
上
を
確

保
し
て
い
る
。
今
回
８
６
議

席
を
取
れ
ば
、
非
改
選
と
合

わ
せ
て
参
院
定
数
２
４
５
の

３
分
の
２
を
維
持
す
る
。
自

民
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長

は
、
自
公
で
改
選
過
半
数
の

６
３
議
席
を
獲
得
目
標
と
す

る
。

　

立
憲
民
主
、
国
民
民
主
、

共
産
、
社
民
各
党
は
３
２
の

改
選
１
人
区
で
候
補
者
を
一

本
化
し
自
民
党
に
対
抗
。
森

友
学
園
問
題
な
ど
「
安
倍
１

強
」
下
で
相
次
ぐ
行
政
不
祥

事
を
た
だ
す
。
老
後
資
金
に

関
す
る
金
融
庁
金
融
審
議
会

報
告
書
の
受
け
取
り
を
拒
否

し
た
政
権
の
姿
勢
も
追
及
す

る
。

　

今
回
か
ら
、
比
例
代
表
で

優
先
的
に
当
選
で
き
る
「
特

定
枠
」
が
導
入
さ
れ
た
。

　

首
相
は
福
島
市
で
第
一
声

に
臨
み
、
改
憲
に
つ
い
て
「
国

会
議
員
と
し
て
の
責
任
を
果

た
し
て
議
論
す
る
政
党
を
選

ぶ
の
か
、
審
議
を
全
く
し
な

い
政
党
を
選
ぶ
の
か
、
そ
れ

を
決
め
る
選
挙
だ
」
と
強
調

し
た
。
立
民
の
枝
野
幸
男
代

表
は
東
京
・
新
宿
で
「
安
倍

政
権
に
な
り
、
暮
ら
し
の
安

心
が
壊
さ
れ
て
き
た
。
暮
ら

し
を
守
り
、
生
活
を
防
衛
す

る
夏
の
戦
い
に
し
よ
う
」
と

支
持
を
求
め
た
。

　

第
１
次
内
閣
を
含
め
た

首
相
の
在
職
日
数
は
１
１

月
１
９
日
、
桂
太
郎
の

２
８
８
６
日
に
並
び
過
去
最

長
と
な
る
。

　
【
共
同
】
第
２
５
回
参
院
選
が
４
日
公
示
さ
れ
、
改
選
１
２
４
議
席
に
選
挙
区

２
１
５
人
（
改
選
数
７
４
）、
比
例
１
５
５
人
（
同
５
０
）
の
計
３
７
０
人
が
立
候

補
ｗ
を
届
け
出
た
。
歴
代
最
長
政
権
に
近
づ
く
安
倍
晋
三
首
相
（
自
民
党
総
裁
）
の

政
権
運
営
に
審
判
が
示
さ
れ
る
。
焦
点
は
、
安
倍
政
権
下
で
の
憲
法
改
正
に
前
向
き
な

「
改
憲
勢
力
」
が
国
会
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
以
上
の
議
席
を
維
持
す
る
か
ど
う

か
だ
。
与
野
党
は
老
後
資
金
２
千
万
円
問
題
に
端
を
発
し
た
年
金
不
安
や
、
１
０
月

の
消
費
税
増
税
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
巡
り
論
戦
。
２
１
日
投
票
、
即
日
開
票
さ
れ
る
。

参
院
選
公
示
、
２
１
日
投
票



「
方
針
変
わ
っ
た
」と
大
統
領

用
途
の
変
更
点
を
ま
と
め
た

文
書
を
渡
す
と
約
束
し
た

１
５
日
以
降
に
持
ち
越
さ
れ

た
。
同
環
境
相
は
会
見
後
、

ア
マ
ゾ
ン
基
金
が
打
切
り
に

な
る
可
能
性
を
口
に
し
た
。

　

４
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
政
府

は
３
日
、
同
基
金
へ
の
寄

付
金
３
５
０
０
万
ユ
ー

ロ
（
１
億
５
１
０
０
万
レ

ア
ル
）
の
支
出
留
保
を
決

め
た
。
ド
イ
ツ
は
同
基
金
に

１
億
９
３
０
０
万
レ
ア
ル
を

寄
付
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
３
１
億
８
６
０

０
万
レ
ア
ル
を
寄
付
し
て
き

た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
継
続
を
希

望
し
て
い
る
が
、「
森
林
伐
採

を
減
ら
し
、
持
続
可
能
性
を

高
め
る
た
め
の
方
向
性
を
具

体
的
に
見
せ
る
こ
と
」
を
条

件
と
し
て
い
る
。

　

法
定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐

採
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
開

発
容
認
発
言
後
、
増
加
し
て

お
り
、
２
０
１
８
年
８
月
〜

１
９
年
６
月
の
森
林
伐
採
面

積
は
、
前
年
同
期
比
１
５
％

　
５
月
２
８
日
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
、
ロ
ド
リ
ゴ・マ
イ
ア
下
院
議
長
、
ダ
ヴ
ィ・

ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
上
院
議
長
、
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官
が
大
統
領
官
邸

で
朝
食
会
を
行
っ
た
際
に
披
露
さ
れ
た
〝
三
権
協
定
構
想
〞
は
、
結
局
合
意
が
成

立
せ
ず
、
事
実
上
の
お
蔵
入
り
と
な
っ
た
と
、
４
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

に
参
加
し
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
、「
方
針
が
変
わ
っ

た
。
敢
え
て
書
面
に
し
て
署

名
す
る
必
要
は
な
い
。（
行

政
の
長
と
し
て
）
立
法
、
司

法
に
求
め
た
い
協
定
と
は
、

『
必
要
な
法
案
を
採
決
す
る

こ
と
』、『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に

流
さ
れ
な
い
司
法
判
断
を
行

う
こ
と
』
と
い
っ
た
、
具
体

的
な
行
動
だ
」
と
語
っ
た
。

　

三
権
協
定
は
元
々
、
ト

フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官
が
２
月

に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
提

案
し
た
も
の
だ
。
５
月
２
６

日
に
発
生
し
た
親
政
権
デ
モ

の
２
日
後
に
行
わ
れ
た
朝
食

会
で
は
、〝
国
難
を
脱
す
る

た
め
の
５
カ
条
〞
を
中
心
に

文
書
に
ま
と
め
る
構
想
が
浮

上
し
て
い
た
。

　

５
カ
条
は
、「
社
会
保
障

制
度
改
革
」、「
税
制
改
革
」、

「
行
政
簡
素
化
」、「
国
家
機

構
再
編
製
」、「
路
上
お
よ
び

執
務
室
内
の
犯
罪
の
抑
制
」

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
議
会
内
で
大
き

な
勢
力
を
持
つ
〝
セ
ン
ト
ロ

ン
〞
は
、「
執
務
室
内
の
犯

　

聖
市
市
警
は
３
日
、
セ
ン

ト
ロ
の
ボ
ン
・
レ
チ
ロ
に
あ

る
カ
ラ
オ
ケ
・
バ
ー
を
兼
ね

た
売
春
宿
で
強
制
労
働
さ
せ

ら
れ
て
い
た
中
国
人
の
売
春

婦
１
４
人
を
解
放
し
た
。
ま

た
、
同
売
春
宿
を
経
営
し
て

い
た
男
性
と
そ
の
妻
、
も
う

１
人
の
女
性
の
３
人
を
逮
捕

罪
」
の
文
言
を
、
大
統
領
が

口
に
し
て
い
た
「
古
い
体
質

の
政
治
」
と
同
種
の
挑
発
行

為
と
受
け
と
め
た
。
下
院
と

上
院
は
共
に
、
こ
の
協
定
は

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
「
額

面
抜
き
の
小
切
手
を
渡
す
行

為
」
と
理
解
し
、
三
権
協
定

に
拒
否
感
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
司
法
界
で
も
、
判

事
な
ど
か
ら
、「
三
権
協
定

は
司
法
の
独
立
を
脅
か
し
か

ね
な
い
」
と
の
声
が
出
て
い

た
。

　

マ
イ
ア
議
長
は
、「
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
色
の
付
い
た
項
目

が
含
ま
れ
る
協
定
の
署
名
は

難
し
い
だ
ろ
う
」
と
語
っ
て

い
る
。
他
方
、
ト
フ
ォ
リ
最

高
裁
長
官
は
、「
伯
国
が
社

会
的
、
経
済
的
に
成
長
す
る

た
め
の
協
定
は
（
そ
も
そ
も

文
書
化
し
て
署
名
し
て
な
く

て
も
）
三
権
全
て
に
と
っ
て

政
府
に
反
す
る
議
決
続
く
中

増
の
４
５
６
５
平
方
キ
ロ
に

達
し
た
。
６
月
だ
け
見
る

と
９
２
０
・
４
平
方
キ
ロ
で
、

昨
年
同
月
比
８
８
％
増
だ
。

１
８
年
８
月
か
ら
の
伐
採
最

多
市
は
ベ
ロ
・
モ
ン
テ
水
力

発
電
所
の
あ
る
パ
ラ
ー
州
ア

ル
タ
ミ
ラ
で
、
２
３
４
平
方

キ
ロ
の
森
林
が
伐
採
さ
れ
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
は
、
ア
マ
ゾ
ン
基
金
運

営
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ａ
）
と

そ
の
技
術
委
員
会
が
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
政
権
に
よ
っ
て
一
方
的

に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
と
、
先

週
始
ま
っ
た
ア
マ
ゾ
ン
基
金
に

関
す
る
委
員
会
に
廃
止
さ
れ

は
同
基
金
の
最
大
の
ス
ポ
ン

サ
ー
だ
。

　

話
は
友
好
的
な
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
た
が
、
伯
国
が

同
基
金
を
所
有
地
内
に
環
境

保
護
区
が
あ
る
地
主
へ
の
賠

償
金
の
支
払
い
な
ど
に
も
使

い
た
い
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
両
国
は
同
基
金
を
森
林

伐
採
撲
滅
の
た
め
に
使
う
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
。

　

両
国
と
の
話
し
合
い
は
、

サ
レ
ス
環
境
相
が
同
基
金
の

　

ド
イ
ツ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
法

定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
保
護
を

目
的
と
し
た
「
ア
マ
ゾ
ン
基

金
」
へ
の
支
援
打
切
り
を
ほ

の
め
か
し
て
お
り
、
伯
国
の

森
林
保
護
計
画
が
危
機
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。
４
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

３
日
午
後
、
リ
カ
ル
ド
・

サ
レ
ス
環
境
相
は
、
伯
国

在
住
の
ド
イ
ツ
大
使
ゲ
オ
ル

グ
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
氏
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
大
使
の
ニ
ル
ス
・
マ
ー

テ
ィ
ン
・
グ
ネ
ン
グ
氏
を
招

き
、
ア
マ
ゾ
ン
基
金
の
件
で

話
し
合
い
を
持
っ
た
。
両
国

ド
イ
ツ
が
援
助
見
合
わ
せ
る
意
向

「
舟
を
頼
ん
だ
男
が
銃
を
捨
て
た
」

ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
「
今
後
次
第
」

た
委
員
会
に
所
属
し
て
い
た

人
が
誰
も
い
な
い
状
況
に
驚
い

て
い
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
側
は
「
伯
国

の
パ
リ
協
定
の
遵
守
が
継
続

の
た
め
の
最
低
条
件
だ
」
と

主
張
し
て
い
る
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
同
協
定
離
脱
を
主

張
し
て
い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
、
Ｅ
Ｕ

と
メ
ル
コ
ス
ル
が
自
由
貿
易

協
定
を
結
ぶ
条
件
と
し
て
伯

国
の
同
協
定
遵
守
を
挙
げ
た

た
め
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
Ｇ

２
０
サ
ミ
ッ
ト
会
場
で
マ
ク
ロ

ン
氏
に
残
留
を
約
束
し
た
と

い
う
の
が
現
状
だ
。

　

サ
レ
ス
環
境
相
は
、
社
会

経
済
開
発
銀
行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ

Ｓ
）
に
よ
る
ア
マ
ゾ
ン
基
金

の
運
用
状
態
の
悪
さ
を
批
判

し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
と
ノ
ル

ウ
ェ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
金

の
運
用
の
あ
り
方
を
問
題
視

し
て
は
い
な
い
。

　
〝
三
権
協
定
構
想
〞
は
、

立
法
、
司
法
、
行
政
の
三
権

の
長
が
諸
目
標
と
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
行
動
を
取
り

ま
と
め
、
そ
れ
に
署
名
す
る

も
の
で
、
構
想
の
発
表
当
初

は
「
６
月
初
旬
に
も
署
名
予

定
」（
５
月
２
９
日
付
本
紙
）

と
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
合
意
文
書
は
作

成
さ
れ
ず
、
意
見
、
立
場
の

相
違
が
明
ら
か
に
な
っ
た
だ

け
と
な
っ
た
。

　

三
権
協
定
構
想
が
披
露
さ

れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
議
会

や
司
法
は
政
府
の
方
針
に
反

す
る
議
決
（
銃
規
制
関
連
）

や
司
法
判
断
（
Ｆ
ｕ
ｎ
ａ
ｉ

関
連
）
を
繰
り
返
し
て
行
っ

て
き
た
。

　

３
日
に
聖
市
で
行
わ
れ
た

南
東
軍
指
揮
官
の
交
代
式
典

サレス環境相
（Antonio Cruz/Agencia Brasil）

ボウソナロ大統領
（Marcos Correa/PR）

議
会
は
初
め
か
ら
不
信
感

リ オ 市

の
義
務
。（
現
在
も
）
三
権

内
の
調
和
と
、
三
者
が
手
を

取
り
合
っ
て
社
会
的
、
経
済

的
な
成
長
を
目
指
す
努
力
は

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
る
。

し
た
。
売
春
婦
、
経
営
関
係

者
は
い
ず
れ
も
中
国
人
だ
っ

た
。
調
べ
に
よ
る
と
、
売
春

婦
た
ち
は
中
国
で
生
活
し
て

い
た
と
き
に
雇
用
を
約
束
さ

れ
て
聖
市
に
来
た
が
、
売
春

婦
と
し
て
働
か
さ
れ
、
劣
悪

な
住
宅
環
境
に
押
し
込
め
ら

れ
る
よ
う
に
生
活
し
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
事
態
が
発
覚

し
た
理
由
は
、
そ
の
中
の
一

人
が
顧
客
の
携
帯
電
話
を
借

り
て
北
京
に
い
る
親
戚
に
電

話
を
か
け
、
現
状
を
伝
え
た

た
め
だ
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、

一
斉
摘
発
さ
れ
て
ほ
し
い
事

件
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

３
日
、
伯
国
内
の
一
部
を

含
む
各
国
で
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
代
表
す
る
通
信
機
能
が

一
時
的
に
使
え
な
く
な
る
状

態
が
生
じ
た
。
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
に
関
し
て
い
え
ば
、
サ

イ
ト
「
ダ
ウ
ン
・
デ
ィ
テ
ク

タ
ー
」
に
苦
情
を
申
し
入
れ

た
人
の
５
４
％
が
、「
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
れ
な
く

な
っ
た
」
と
い
う
。
混
乱
の

時
間
は
そ
こ
ま
で
長
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

今
や
世
論
や
選
挙
に
ま
で
影

響
を
も
た
ら
す
通
信
手
段
ゆ

え
、
少
し
で
も
不
便
だ
と
パ

ニ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

４
日
、サ
ッ
カ
ー
の
コ
パ
・

ア
メ
リ
カ
の
準
決
勝
が
行
わ

れ
、
ペ
ル
ー
が
チ
リ
を
３
―

０
で
下
し
、
７
日
に
行
わ
れ

る
決
勝
で
の
伯
国
代
表
（
セ

レ
ソ
ン
）
の
対
戦
相
手
と

な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ

で
両
者
が
対
戦
し
た
際
は
セ

レ
ソ
ン
が
５
―
０
と
圧
勝
し

た
が
、
勝
負
ご
と
は
状
況
が

変
わ
れ
ば
わ
か
ら
な
く
な
る

も
の
。
セ
レ
ソ
ン
に
は
、
地

に
足
を
つ
け
て
最
後
の
一
戦

に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
は
３
日
、
大
聖
市
圏
Ａ

Ｂ
Ｃ
地
区
に
モ
ノ
レ
ー
ル
線

を
建
設
す
る
計
画
を
諦
め
、

代
替
案
と
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
高

速
バ
ス
）
を
走
ら
せ
る
と
発

表
し
た
。
４
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
地
区
へ
の
モ
ノ

レ
ー
ル
線
（
モ
ノ
レ
ー
ル

線
１
８
号
）
建
設
計
画
は

２
０
０
９
年
に
浮
上
。
計
画

上
で
は
、
聖
市
地
下
鉄
２
号

線
の
タ
マ
ン
ド
ゥ
ア
テ
イ
駅
か

ら
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
ま
で
を
結
ぶ
予
定

だ
っ
た
。

　

聖
州
と
コ
ン
ソ
ー
シ
オ
Ｖ

ｅ
ｍ
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
の
官
民
合

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

は
２
０
１
４
年
に
契
約
が
成

立
し
た
が
、
建
設
計
画
は
実

行
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
た
。

　

ド
リ
ア
知
事
に
よ
る
と
、

同
線
の
建
設
経
費
は
６
０
億

レ
ア
ル
と
見
積
も
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
土
地
接
収
の
困
難

さ
か
ら
、
現
実
性
を
考
え
て

断
念
し
た
と
い
う
。

　

同
知
事
は
モ
ノ
レ
ー
ル
に

代
わ
る
案
と
し
て
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

の
導
入
と
パ
ウ
リ
ス
タ
都
電

（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
）
の
近
代
化
を

提
案
し
た
。
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ら
、

建
設
に
必
要
な
費
用
は
最

大
６
億
８
千
万
レ
ア
ル
で
済

み
、
１
日
に
１
５
万
人
か
ら

３
４
万
人
と
見
ら
れ
る
同
地

域
の
需
要
に
対
応
で
き
る
と

見
て
い
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
地
区
と
聖
市
西
部
ラ
ッ
パ

と
を
結
ぶ
、
聖
市
地
下
鉄

２
０
号
線
を
建
設
す
る
た
め

の
計
画
立
案
な
ど
も
承
認
す

る
意
向
も
表
明
し
た
。

　

昨
年
３
月
１
４
日
に
リ
オ

市
議
の
マ
リ
エ
レ
・
フ
ラ
ン
コ

氏
と
そ
の
運
転
手
が
殺
害
さ

れ
た
件
で
、犯
罪
者
ら
が
使
っ

た
武
器
が
海
に
捨
て
ら
れ
た

可
能
性
が
あ
り
、
警
察
が
海

軍
に
協
力
を
要
請
し
た
と
、

３
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

武
器
が
海
中
に
捨
て
ら
れ

た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
事

件
か
ら
丸
１
年
を
経
た
３
月

１
４
日
。
リ
オ
市
西
部
ケ
ブ

ラ
・
マ
ル
区
の
漁
師
が
匿
名

で
、
チ
ジ
ュッ
カ
ス
島
付
近
で

釣
り
を
し
た
い
と
言
わ
れ
て

舟
を
出
し
た
が
、「
依
頼
主

が
か
な
り
重
い
段
ボ
ー
ル
箱

や
ト
ラ
ン
ク
な
ど
を
持
ち
込

み
、
沖
に
出
た
時
点
で
複
数

の
火
器
を
海
に
捨
て
た
」
と

証
言
し
た
と
い
う
。

　

３
月
２
２
日
に
Ｇ
１
が
取

材
し
た
と
こ
ろ
、
証
言
者
の

仲
間
の
漁
師
達
も
、
依
頼
主

が
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
を
持

ち
込
ん
だ
場
面
や
、
そ
の
後

に
市
警
が
現
場
を
捜
索
し
た

の
を
見
た
と
い
う
。

　

火
器
廃
棄
に
先
立
つ
３
月

１
２
日
に
は
、
ル
ー
メ
作
戦

の
名
の
下
で
、
実
行
犯
と
さ

れ
る
退
役
軍
警
の
ロ
ニ
イ
・

レ
ッ
サ
容
疑
者
と
車
を
運
転

し
て
い
た
と
さ
れ
る
元
軍
警

の
エ
ウ
シ
オ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・

デ
・
ケ
イ
ロ
ス
容
疑
者
が
逮

捕
さ
れ
て
い
る
。

　

市
警
に
よ
る
と
、
３
月

１
４
日
に
捨
て
ら
れ
た
の
は
、

レ
ッ
サ
容
疑
者
が
銃
組
み
立

て
用
に
使
っ
て
い
た
ペ
シ
ン

シ
ャ
区
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
持

ち
出
さ
れ
た
品
で
、
持
ち
出

し
た
の
は
マ
ル
シ
オ
・
モ
ン
タ

ヴ
ァ
ノ
容
疑
者
（
通
称
マ
ル

シ
オ・
ゴ
ー
ル
ド
）
だ
と
い
う
。

市
警
は
同
日
、
こ
の
家
屋
を

探
し
当
て
た
が
、
組
み
立
て

用
の
机
以
外
は
、
も
ぬ
け
の

殻
だ
っ
た
と
い
う
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
火
器

搬
出
は
、
レ
ッ
サ
容
疑
者
の

妻
（
エ
ラ
イ
ネ
）
や
そ
の
兄
弟

（
ブ
ル
ー
ノ
）、
ジ
ョ
ジ
ナ
ウ

ド
と
呼
ば
れ
る
男
性
の
３
人

も
手
伝
っ
て
お
り
、
廊
下
に

は
、
小
銃
１
１
７
丁
が
押
収

さ
れ
た
メ
イ
エ
ル
区
の
家
に

あ
っ
た
の
と
同
様
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
が
落
ち
て
い
た
と
い
う
。

　

６
０
レ
ア
ル
で
舟
を
出
し

た
漁
師
は
、
チ
ジ
ュッ
カ
ス
島

の
近
く
で
、
男
性
が
小
銃
６

丁
と
ト
ラ
ン
ク
を
海
に
投
げ

込
ん
だ
の
を
見
た
。ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
か
ら
出
し
た
黄
色
や
青

の
小
箱
も
捨
て
た
後
、
岸
に

戻
る
よ
う
依
頼
し
た
男
性

は
、
３
０
０
レ
ア
ル
を
払
い
、

タ
ク
シ
ー
で
立
ち
去
っ
た
と

い
う
。
男
性
は
３
０
〜
３
５

歳
で
肌
の
色
は
明
る
い
褐
色
、

痩
せ
型
で
両
腕
に
刺
青
を
し

て
い
た
と
い
う
。

　

海
軍
は
３
月
末
に
も
数
日

間
、
沖
合
い
の
捜
索
を
行
っ

て
い
る
が
、
市
警
担
当
者
は

３
日
に
海
軍
を
訪
れ
、
再
度

の
協
力
を
要
請
。
潮
の
流
れ

や
使
え
る
機
材
な
ど
の
検
討

も
行
っ
た
と
い
う
。

　

米
国
の
税
関
・
国
境
取
締

局
（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
は
３
日
、
２

歳
の
女
児
が
１
日
に
米
国
と

メ
キ
シ
コ
の
国
境
を
流
れ
る

グ
ラ
ン
デ
川
で
行
方
不
明
に

な
っ
た
と
発
表
。
４
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

女
児
の
名
前
は
ア
リ
ア

ち
ゃ
ん
で
、
母
の
マ
リ
ー
・

ロ
ー
ズ
・
ジ
ョ
セ
フ
さ
ん

（
２
８
）
は
ア
リ
ア
ち
ゃ
ん

と
共
に
米
国
に
不
法
入
国
を

試
み
て
い
た
。
女
児
は
伯
国

生
ま
れ
だ
。

　

ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
は
１
日
の

夜
、
テ
キ
サ
ス
州
デ
ル
・
リ

オ
で
メ
キ
シ
コ
と
米
国
の
国

境
を
越
え
た
際
に
逮
捕
さ
れ

た
。
逮
捕
時
に
彼
女
は
、「
来

る
途
中
で
娘
と
離
れ
離
れ
に

な
っ
た
」
と
米
国
当
局
者
に

告
げ
た
。

　

デ
ル
・
リ
オ
と
国
境
を
接

す
る
メ
キ
シ
コ
の
ア
ク
ー

ニ
ャ
市
消
防
に
よ
る
と
、
ア

リ
ア
ち
ゃ
ん
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
と
き
、
１
２
人
の
ハ

イ
チ
人
（
大
人
）
が
グ
ラ
ン

デ
川
を
越
え
て
の
密
入
国
を

試
み
て
い
た
と
い
う
。

　

ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
は
ア
リ
ア

ち
ゃ
ん
を
シ
ョ
ー
ル
で
腕
に

縛
り
付
け
て
い
た
が
、
夜
で

暗
か
っ
た
上
、
川
の
流
れ
が

速
く
、
ア
リ
ア
ち
ゃ
ん
は
急

流
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

米
国
と
メ
キ
シ
コ
の
当
局

者
に
よ
る
捜
索
は
、
ア
リ
ア

三権協定構想はご破算に

Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
断
念

代
わ
り
に
高
速
バ
ス
で
対
処
か

マ
リ
エ
レ
市
議
ら
殺
害
の
武
器
か

森林伐採問題

ア
マ
ゾ
ン
基
金
に
打
ち
切
り
危
機

（２）２０１９年 第５２７７号 ７月 ５日 （金曜日）

ド リ ア

米
メ
キ
シ
コ
国
境
の
川
で
流
さ
れ
る

ハ
イ
チ
人
集
団
密
入
国
の
過
程
で

伯国籍女児

ち
ゃ
ん
が
流
さ
れ
た
そ
の
日

か
ら
３
日
ま
で
継
続
さ
れ
て

い
る
が
、
ア
リ
ア
ち
ゃ
ん
は

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　

捜
索
活
動
に
は
ボ
ー
ト
、

潜
水
夫
、
遠
隔
操
作
式
潜
水

機
が
参
加
、
上
空
か
ら
ヘ
リ

も
使
わ
れ
た
。
捜
索
隊
は
、

２
歳
児
の
小
さ
な
体
は
何
キ

ロ
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
と
夫
の

ジ
ー
ン
・
ユ
ネ
ル
・
フ
ォ
レ

ス
タ
ル
さ
ん
（
３
６
）
は
、

同
時
に
密
入
国
を
試
み
た

１
０
人
の
ハ
イ
チ
人
と
共

に
、
隔
離
さ
れ
た
状
態
で
デ

ル
・
リ
オ
の
移
民
セ
ン
タ
ー

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。

　

伯
国
外
務
省
は
在
テ
キ
サ

ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
伯
国

総
領
事
館
と
連
絡
を
と
り
、

情
報
を
得
て
い
る
と
い
う
。

ニッケイ新聞姉妹紙、ポルトガル語新聞

JORNAL NIPPAK（週１回、木曜日発行）も新規購読者受付中
ポルトガル語で日本や日系社会のニュースをお届けします。
子供さんやお孫さんにぜひ！　【購読料】  １年 R$ 170、半年  R$ 90

Site: www.jnippak.com.br



か
け
に
よ
り
、
釣
り
人
達
が

釣
り
上
げ
た
場
合
も
、
傷
つ

け
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
針
を
外
し
、
出
来
る

だ
け
早
く
逃
が
し
て
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
言
い
換

え
れ
ば
、
料
理
し
て
食
べ
た

り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
が
出
来
上
が
っ
た
と

い
う
の
だ
。

　

ド
ウ
ラ
ー
ド
が
減
っ
て
き

て
い
る
事
を
示
す
統
計
的
な

数
字
は
な
い
が
、
２
０
０
９

年
に
は
、
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ

セ
レ
ソ
ン
に
新
星
が
台
頭

エーヴェルトン（左）と、ルーカス・パケタ（右）（Lucas Figueiredo/CBF）

【サッカー】

【コパ・アメリカ】

３位決定戦

7/6（土）
アルゼンチン対チ
リ（アレーナ・コ
リンチャンス）

決勝

7/7（日）
ブラジル対ペルー
（マラカナンスタ
ジアム）

【ブラジル杯】

準々決勝

7/10（水）
・パルメイラス対
インテルナシオナ
ル（アリアンツ・
パルケ）

【今週公開の映画】

・スパイダーマン　
ファー・フロム・
ホーム（米）
　2017 年 に 新 装
したスパイダーマ
ン・シリーズの第
２弾。

（３） ２０１９年第５２７７号 	 ７月	 ５日	（金曜日）

世
界
も
注
目
エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン

〝
川
の
王
〟
は
食
用
禁
止
に

パ
ン
タ
ナ
ル
の
ド
ウ
ラ
ー
ド

【7/5 ～ 7/11 のコ
ンサート】

7/6（土）
・ルル・サントス
（ シティ・バンク・
ホ ー ル Av. das 
Nacoes Unidas, 
17955 - V i l a 
Almeida）
80 年代から活躍
する人気シンガー
ソングライター

【展覧会】

・タルシラ・ポプ
ラール（サンパ
ウロ美術館　Av. 
Paulista, 1578 - 
Bela Vista）
　伯国が生んだ伝
説の女性画家、タ
ル シ ラ・ ド・ ア
マ ラ ル（1886 ～
1973）の展覧会。
7月 31 日まで。

・ビョーク・デジ
タル（サンパウロ
映像博物館　Av. 
E u r o p a , 158 - 
Jardim Europa）
　アイスランドが
生んだ世界的鬼才
歌姫、ビョークの
アート展示会。8
月 18 日まで。

　

サ
ッ
カ
ー
の
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
は
７
日
に
決
勝
を
迎
え
る
が
、「
こ
の
大
会
で

最
も
飛
躍
し
た
選
手
」
と
し
て
、
ネ
イ
マ
ー
ル
不
在
の
穴
を
埋
め
る
活
躍
を
見

せ
て
い
る
エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
（
グ
レ
ミ
オ
、
２
３
）
の
名
前
を
挙
げ
る
メ
デ
ィ

ア
が
目
立
っ
て
い
る
。

と
言
わ
れ
続
け
て
い
た
セ
レ

ソ
ン
と
し
て
は
大
き
な
変
化

だ
。
こ
れ
ま
で
も
、「
ポ
ス

ト
・
ネ
イ
マ
ー
ル
」
は
待
望

さ
れ
続
け
、
今
大
会
で
も
リ

シ
ャ
ル
リ
ソ
ン
（
エ
ヴ
ァ
ー

ト
ン
）
や
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ネ
レ

ス
（
ア
ヤ
ッ
ク
ス
）
に
そ
の

期
待
が
託
さ
れ
て
い
た
が
、

エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
が
お
株
を

奪
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ

の
期
間
中
、
セ
レ
ソ
ン
の
試

合
の
実
況
で
お
な
じ
み
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ガ
ル
ヴ
ォ

ン
・
ブ
エ
ノ
が
こ
と
の
ほ
か

エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
に
熱
を
あ

げ
て
実
況
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
遂
に
ガ
ル
ヴ
ォ
ン
も

ネ
イ
マ
ー
ル
か
ら
浮
気
し
た

ドウラード（Divulgação/Edemir Rodrigues/Secom-MS）

か
」
の
ジ
ョ
ー
ク
も
国
内
の

サ
ッ
カ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら

　

エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
は
１
８

年
の
Ｗ
杯
終
了
後
、
チ
ッ
チ

新
体
制
の
セ
レ
ソ
ン
で
は
必

ず
召
集
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
は
主
に
控
え
選
手
と

し
て
、
地
味
に
活
躍
し
て
い

た
。
だ
が
、
そ
ん
な
彼
が
、

今
大
会
で
は
、
怪
我
で
出
場

で
き
な
く
な
っ
た
ネ
イ
マ
ー

ル
の
穴
を
埋
め
、
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。

３
０
０
種
の
魚
が
棲
ん
で
い

る
。
中
で
も
、
ド
ウ
ラ
ー
ド

は
そ
の
形
や
色
合
い
、
水
上

に
跳
ね
る
姿
、体
力
が
あ
り
、

釣
り
上
げ
る
の
に
も
時
間
が

か
か
る
事
な
ど
か
ら
、「
川

の
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ド
ウ
ラ
ー
ド
は
ア
マ
ゾ
ン

川
流
域
の
名
物
料
理
の
食
材

に
も
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

数
が
減
り
、
大
き
さ
も
段
々

小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
た
と

い
う
。

　

こ
れ
を
知
る
人
達
の
働
き

　

中
西
部
の
マ
ッ
ト
・
グ

ロ
ッ
ソ
、
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ

ソ
・
ス
ル
両
州
で
は
、「
川

の
王
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て

い
る
ド
ウ
ラ
ー
ド
を
殺
し
て

は
な
ら
な
い
と
の
条
例
を
出

し
、「
川
の
王
」
の
保
護
、

保
存
に
努
め
て
い
る
と
い

う
。

　

前
記
２
州
と
ボ
リ
ビ
ア
、

パ
ラ
グ
ア
イ
に
ま
た
が
り
、

「
パ
ン
タ
ナ
ル
」
と
い
う
名

で
知
ら
れ
る
世
界
最
大
級

の
熱
帯
性
湿
地
に
は
、
約

ソ
州
の
カ
セ
レ
ス
市
が
ド
ウ

ラ
ー
ド
を
保
護
す
る
た
め
の

市
条
例
を
出
し
、
釣
り
上
げ

た
場
合
は
、
川
に
返
す
事
に

し
た
。
そ
れ
で
も
、
地
元
住

民
に
よ
れ
ば
、
市
内
の
川
で

釣
り
上
げ
ら
れ
る
ド
ウ
ラ
ー

ド
の
サ
イ
ズ
は
、
年
々
小
さ

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
で

は
２
０
１
２
年
に
カ
セ
レ
ス

市
に
倣
う
条
例
が
出
て
お

り
、
こ
の
時
点
で
、
食
用
な

ど
に
供
す
る
事
は
出
来
な
く

な
っ
た
。

　

他
方
、
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ

ソ
・
ド
・
ス
ル
州
で
も
、
コ

ル
ン
バ
ー
市
が
２
０
１
３
年

に
ド
ウ
ラ
ー
ド
を
殺
す
事
を

禁
じ
、
今
年
１
月
に
は
、
同

州
全
域
が
こ
の
例
に
倣
う
事

に
な
っ
た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、「
川

の
王
」
は
パ
ン
タ
ナ
ル
の
中

で
の
生
物
の
多
様
性
保
護
の

象
徴
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

ド
ウ
ラ
ー
ド
は
き
れ
い
な

水
を
好
み
、
昼
間
、
行
動
す

る
魚
で
、
川
の
水
が
濁
り
や

す
い
時
期
は
、
水
が
き
れ
い

な
地
域
に
移
動
す
る
た
め
、

獲
れ
る
時
期
は
地
域
に
よ
っ

て
異
な
る
。

　

こ
の
魚
の
美
し
さ
な
ど
を

知
る
人
達
は
、
種
の
保
存
の

た
め
に
殺
す
事
を
禁
じ
、
釣

り
上
げ
て
も
川
に
返
す
よ
う

命
じ
た
条
例
を
歓
迎
し
て
い

る
と
い
う
。マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ

ソ
州
立
大
学
の
ク
ル
ミ
ル
・

要
因
の
一
つ
。
聖
州
水
道

公
社
に
よ
る
と
、
食
用
油

１
リ
ッ
ト
ル
を
捨
て
る
と
、

２
万
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
汚
染

す
る
と
い
う
。

　

同
団
体
の
オ
レ
オ
・
ヴ
ィ

ヴ
ォ
（
生
き
て
い
る
油
）
計

画
は
、
揚
げ
物
な
ど
を
し
た

後
の
食
用
油
を
手
作
り
石
鹸

と
交
換
し
た
り
、
講
習
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た

り
し
て
、
環
境
汚
染
防
止
に

も
務
め
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
サ
ン
ル
イ

ス
な
ど
の
極
南
部
は
、
通
勤

通
学
に
も
時
間
が
か
か
り
、

仕
事
か
ら
帰
っ
て
来
る
の
が

遅
く
な
る
主
婦
の
多
く
は
、

手
早
く
調
理
出
来
る
と
い
う

意
味
で
、
揚
げ
物
を
よ
く
す

る
と
い
う
。
だ
が
、
揚
げ
物

を
し
た
油
を
流
し
や
ト
イ
レ

に
捨
て
れ
ば
、
配
水
管
を
詰

ま
ら
せ
た
り
、
川
や
貯
水
池

を
汚
染
し
た
り
す
る
。

　

竹
を
使
っ
た
建
設
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
も
あ
っ
た

レ
ナ
ト
氏
は
、
環
境
保
護
や

持
続
可
能
な
生
活
形
態
な
ど

に
興
味
を
持
ち
始
め
、
リ
サ

イ
ク
ル
資
材
を
用
い
た
建
設

な
ど
に
も
挑
戦
し
た
。

　

だ
が
、
都
市
郊
外
に
住
む

人
々
の
日
々
の
生
活
と
持
続

可
能
性
と
を
結
び
付
け
ら
れ

な
い
か
と
考
え
た
時
、
目
に

コパ・アメリカ

昨
年
比
で
は
７
・１
％
増

５
月
は
前
月
比
０
・
２
％
減

工業生産

押収された銃や銃弾、製造用の器具（Polícia Militar/Divulgação）

使
用
済
み
の
油
で
石
鹸
作
り

環
境
保
護
と
収
益
増
の
試
み

聖市

「
社
会
保
障
改
革
成
立
ま
で
高
い
」
と
研
究
者

経
済
不
確
実
性
指
数
が
若
干
減
少

あ
が
っ
て
い
る
。

（
６
月
２
４
日
付
グ
ロ
ー
ボ

使
用
済
み
の
油
で
作
っ
た
石
鹸
と
油
の
回
収
を
呼
び
か
け
る
ス

テ
ッ
カ
ー
（
６
月
２
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

　

リ
オ
州
市
警
と
同
州
検
察

局
は
３
日
朝
、
リ
オ
州
最
大

の
ミ
リ
シ
ア
（
犯
罪
者
の
民

兵
組
織
）
ボ
ン
デ
・
ド
・
エ
ッ

コ
の
金
を
動
か
し
て
い
た
疑

い
で
６
人
を
逮
捕
し
た
。
捕

セ
ー
ザ
ル
・
ム
ニ
ス
教
授
も
、

を
記
録
し
た
。

　

続
く
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
戦
で
も

エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
は
後
半
か

ら
出
場
し
、
ス
ピ
ー
ド
に
欠

け
て
い
た
試
合
を
活
性
化
。

こ
の
試
合
を
見
た
観
客
や
国

民
か
ら
「
先
発
で
使
え
」
の

声
が
上
が
り
、
続
く
ペ
ル
ー

戦
で
遂
に
先
発
出
場
。
こ
の

試
合
で
の
彼
は
、
得
意
の
ド

リ
ブ
ル
で
真
横
に
切
り
込
ん

で
か
ら
の
ミ
ド
ル
・
シ
ュ
ー

ト
を
放
っ
た
。
こ
の
シ
ュ
ー

ト
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
間
を

抜
き
、
ゴ
ー
ル
左
隅
の
ギ
リ

ギ
リ
を
狙
っ
た
、
か
な
り
難

易
度
の
高
い
も
の
で
、
こ
れ

が
決
ま
っ
た
時
、
会
場
は
大

い
に
沸
い
た
。

　

こ
う
し
た
活
躍
で
、
セ
レ

ソ
ン
の
フ
ァ
ン
か
ら
は
「
も

う
、
ネ
イ
マ
ー
ル
が
い
な
く

て
も
大
丈
夫
」
の
声
も
上
が

り
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、

１
４
年
の
Ｗ
杯
以
降
、
た
え

ず
「
ネ
イ
マ
ー
ル
依
存
症
」

非
合
法
の
銃
製
造
工
場
発
見

自
動
小
銃
４
丁
と
銃
弾
な
ど
押
収

《聖市大都市圏》

　

聖
市
の
東
隣
の
ス
ザ
ノ
市

で
１
日
、
軍
警
が
非
合
法
の

銃
製
造
工
場
を
発
見
し
、
容

疑
者
２
人
を
、
使
用
が
制
限

さ
れ
て
い
る
銃
弾
の
不
法
所

持
と
火
器
製
造
の
現
行
犯
で

逮
捕
し
た
。

　

工
場
を
発
見
し
た
軍
警

は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
最

中
に
屋
内
に
人
が
い
る
の
に

気
づ
き
、
不
審
に
思
っ
て
呼

び
出
し
た
と
い
う
。

　

軍
警
は
「
建
物
の
中
に
い

た
男
に
、『
ち
ょ
っ
と
話
が

し
た
い
ん
だ
。
外
に
出
て
き

て
く
れ
な
い
か
』
と
呼
ん
だ

が
、
明
ら
か
に
神
経
質
な
様

子
だ
っ
た
。
外
か
ら
で
も
、

武
器
の
部
品
の
よ
う
な
も
の

が
見
え
て
い
た
」
と
語
る
。

　

建
物
の
内
部
を
捜
索
す
る

住
民
達
が
種
の
保
存
に
好
意

　

エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
は
第
１

戦
と
な
っ
た
ボ
リ
ビ
ア
戦
で

は
控
え
で
、
後
半
か
ら
の
出

場
だ
っ
た
が
、
こ
の
試
合
で

彼
は
、
ネ
イ
マ
ー
ル
と
同
じ

左
ウ
イ
ン
グ
か
ら
、
ド
リ
ブ

ル
の
名
手
ネ
イ
マ
ー
ル
ば
り

の
速
い
ド
リ
ブ
ル
で
縦
横
無

尽
に
走
り
、
真
横
に
ド
リ
ブ

ル
で
走
り
こ
ん
で
の
豪
快
な

ミ
ド
ル
・
シ
ュ
ー
ト
で
１
点

エ
ス
ポ
ル
テ
な
ど
よ
り
、
７

月
２
日
掲
載
）

　

聖
市
極
南
部
の
ジ
ャ
ル
ジ

ン
・
サ
ン
ル
イ
ス
区
で
、
使

用
済
み
の
食
用
油
で
石
鹸
を

作
っ
た
り
、
環
境
保
護
な
ど

に
関
す
る
講
習
会
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
。

同
地
区
出
身
の
レ
ナ
ト
・

ロ
ッ
シ
ャ
氏
が
代
表
を
務
め

る
コ
レ
テ
ィ
ヴ
ォ
・
デ
ッ
ド
・

ヴ
ェ
ル
デ
だ
。

　

下
水
や
川
に
流
れ
込
ん
だ

食
用
油
は
、
環
境
汚
染
の
主

と
、
手
製
の
自
動
小
銃
４
丁

と
、
銃
弾
、
さ
ら
に
は
銃
製

造
の
た
め
の
道
具
や
機
械
も

見
つ
か
っ
た
。

　

逮
捕
さ
れ
た
２
人
は
所
轄

　

リ
オ
の
学
究
機
関
ジ
ェ

ト
ゥ
ー
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ

ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
が
６

月
２
８
日
に
、
今
月
の
経

済
不
確
実
性
指
数
（
Ｉ
Ｉ

Ｅ
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
同
指
数
は
５

月
の
１
１
９
・
５
ポ
イ
ン
ト

よ
り
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
下
が

り
、
１
１
９
・
１
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
。
４
、５
月
の
指

数
は
、
２
カ
月
連
続
で
上
昇

し
て
い
た
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｅ
は
、
国
内
の
主
要

ま
っ
た
６
人
の
内
の
１
人
は

引
退
し
た
元
軍
警
だ
っ
た
。

　

捜
査
チ
ー
ム
は
、
〃
ジ
ー

ニ
ョ
〃
と
呼
ば
れ
る
ル
イ

ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ダ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
・
ブ
ラ
ガ
の
行
方
も

引
き
続
き
追
っ
て
い
る
。

　

ジ
ー
ニ
ョ
は
、
警
察
が
同

ミ
リ
シ
ア
の
長
と
目
し
て
い

る
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
ダ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
・
ブ
ラ
ガ（
通
称
エ
ッ

コ
）
の
兄
弟
だ
（
こ
の
二
人

は
、
別
の
作
戦
で
逮
捕
令
状

を
受
け
た
が
、
逃
亡
中
で
も

あ
る
）。

　

巨
大
ミ
リ
シ
ア
の
リ
ー

ガ
・
ダ
・
ジ
ュ
ス
チ
ッ
サ
か

ら
派
生
し
た
ボ
ン
デ
・
ド
・

エ
ッ
コ
は
、
リ
オ
市
西
部
か

ら
近
隣
の
市
に
か
け
て
勢
力

を
拡
大
し
て
お
り
、
住
民
や

商
人
に
対
す
る
脅
迫
行
為
な

ど
も
頻
発
し
て
い
る
。

　

ミ
リ
シ
ア
に
は
現
・
元
警

官
や
消
防
士
、
政
治
家
ま
で

加
わ
っ
て
い
る
例
が
多
く
、

武
装
も
し
て
い
る
た
め
、
警

察
も
安
易
に
手
が
出
せ
な

い
。
海
賊
版
の
有
料
テ
レ
ビ

を
売
り
つ
け
、
ガ
ス
の
販
売

や
乗
り
合
い
バ
ス
の
運
行
を

独
占
す
る
な
ど
し
て
、
地
域

の
闇
経
済
を
牛
耳
っ
て
い
る

ほ
か
、
一
見
す
る
と
、
合
法

的
な
「
会
社
組
織
」
の
形
態

を
と
っ
て
い
た
り
、
一
般
企

業
を
脅
迫
し
て
傘
下
に
収
め

た
り
し
て
い
る
ミ
リ
シ
ア
も

あ
る
。

　

ボ
ン
デ
・
ド
・
エ
ッ
コ
の

月
と
比
較
す
る
と
７
・
１
％

高
か
っ
た
。

　

１
年
前
の
同
じ
月
と
の
比

較
で
は
、
今
年
４
月
は
３
・

９
％
ダ
ウ
ン
、
３
月
は
６
・

２
％
ダ
ウ
ン
だ
っ
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
累
積
は
昨
年
同
期
比
０
・

７
％
ダ
ウ
ン
で
、
昨
年
６
月

か
ら
今
年
５
月
ま
で
の
直
近

１
２
カ
月
の
累
積
は
変
動
が

な
か
っ
た
。

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

の
生
産
減
は
、
消
費
財
の
マ

イ
ナ
ス
が
大
き
か
っ
た
。
消

費
財
の
内
、
耐
久
消
費
財

は
１
・
４
％
落
ち
、
半
、
ま

た
は
非
耐
久
消
費
財
は
１
・

６
％
落
ち
た
。

　

他
方
、
機
械
な
ど
の
資
本

財
は
０
・
５
％
増
え
、
中
間

財
も
１
・３
％
増
加
し
た
。

　

２
６
に
細
分
化
し
た
工
業

製
品
分
野
で
見
る
と
、
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
で
は
、

１
８
の
分
野
で
生
産
高
が
ダ

ウ
ン
し
た
。

　

生
産
ダ
ウ
ン
が
目
立
っ
た

の
は
、「
自
動
車
お
よ
び
車

体
」
の
マ
イ
ナ
ス
２
・
４
％

や
、「
飲
料
」
マ
イ
ナ
ス
３
・

５
％
、「
革
、
旅
行
用
品
、

履
物
」
マ
イ
ナ
ス
７
・
１
％
、

「
そ
の
他
の
化
学
製
品
」
マ

イ
ナ
ス
２
％
、「
金
属
製
品
」

マ
イ
ナ
ス
２
・
３
％
、「
非
金

属
鉱
物
製
品
」マ
イ
ナ
ス
２
・

１
％
、「
そ
の
他
の
製
品
」

マ
イ
ナ
ス
５
・８
％
な
ど
だ
。

　

一
方
、
４
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
生
産
高
が
増
え
た
８

分
野
中
、
状
況
改
善
が
著
し

か
っ
た
の
は
「
抽
出
、
採
掘

部
門
」
で
、
伸
び
幅
は
９
・

２
％
だ
っ
た
。「
コ
ー
ク
ス
、

石
油
製
品
、
バ
イ
オ
燃
料
部

門
」
も
３
・２
％
増
だ
っ
た
。

（
２
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
３
日
掲
載
）

的
な
事
を

喜
ん
で
い

る
。
専
門

家
は
な

お
、
乱
獲

な
ど
に
伴

い
、
絶
滅

の
危
機
に

あ
る
魚
な

ど
に
関
す

る
調
査
を

継
続
し
て

い
る
。

（
６
月
２ 

７
日
付
Ｇ

１
サ
イ
ト

よ
り
、
６

月
２
９
日

掲
載
）

表
し
た
。
４
月
は
３
月
比
で

０
・３
％
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。

　

５
月
の
工
業
生
産
高
は
４

月
比
で
は
ダ
ウ
ン
し
た
が
、

下
旬
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

の
ス
ト
が
始
ま
っ
た
昨
年
５

生
産
高
が
４
月
に
比
べ
て

０
・
２
％
ダ
ウ
ン
し
た
と
発

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

は
２
日
、
今
年
５
月
の
工
業

組
織
犯
罪
と
マ
資
金
洗
浄
の
疑
い

民
兵
組
織
構
成
員
６
人
を
逮
捕

リオ

場
合
は
、
２
０
１
４
年
に
起

き
た
企
業
家
殺
害
事
件
へ
の

関
与
も
疑
わ
れ
て
い
る
。
被

害
者
の
会
社
は
事
件
後
に
、

ボ
ン
デ
・
ド
・
エ
ッ
コ
の
手

に
渡
っ
て
い
る
。

　

リ
オ
州
の
裁
判
所
は
、
ボ

ン
デ
・
ド
・
エ
ッ
コ
傘
下
の

会
社
の
封
鎖
と
資
産
の
差
し

押
さ
え
も
承
認
し
、
逮
捕
令

状
と
共
に
、
合
計
１
１
件
の

家
宅
捜
索
、
押
収
令
状
を
発

行
し
た
。

　

リ
オ
州
検
察
局
は
ボ
ン

デ
・
ド
・
エ
ッ
コ
は
違
法
行

為
で
集
め
た
資
金
を
、
一
般

企
業
の
会
計
を
通
す
こ
と
で

資
金
洗
浄
し
て
い
た
と
も
指

摘
し
て
い
る
。
検
察
に
よ
る

と
、
ジ
ー
ニ
ョ
と
今
回
逮
捕

さ
れ
た
元
軍
警
の
ク
レ
イ
ト

ン
は
、
バ
イ
シ
ャ
ー
ダ
・
フ

ル
ミ
ネ
ン
セ
で
砂
や
砂
利

を
採
掘
す
る
企
業
を
通
じ
、

２
０
１
２
年
か
ら
１
７
年
に

４
１
０
０
万
レ
ア
ル
を
得
て

い
た
と
い
う
。

　

３
日
朝
の
作
戦
で
捕
ま
っ

た
６
人
と
、
逃
亡
中
の
ジ
ー

ニ
ョ
を
含
め
た
７
人
は
、
犯

罪
組
織
形
成
と
マ
ネ
ー
ロ
ン

ダ
リ
ン
グ
の
容
疑
で
起
訴
さ

れ
た
。（
３
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
、
同
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ

ラ
ジ
ル
よ
り
、
４
日
掲
載
）

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
株
式
指

数
の
変
動
、
金
融
市
場
の
期

待
感
な
ど
を
収
集
し
て
得
ら

れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
国

内
経
済
の
不
確
実
性
を
測
定

し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｅ
を
構
成
す
る
要
素

の
一
つ
に
「
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
傾
向
」
が
あ
る
。
５
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
は
、
伯
国

内
主
要
メ
デ
ィ
ア
が
経
済
不

確
実
性
に
関
す
る
報
道
頻
度

を
下
げ
て
お
り
、「
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
傾
向
」指
数
は
２
・

４
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
た
。

　

他
方
、
経
済
分
析
員
た
ち

の
予
測
を
平
均
し
た
「
期
待

要
素
」
は
、
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
７
・
６
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｖ
所
属
研
究
員
の
ラ

イ
ラ
・
マ
ロ
ッ
タ
氏
に
よ
る

と
、
若
干
の
減
少
は
見
ら
れ

た
も
の
の
、
当
面
の
Ｉ
Ｉ
Ｅ

は
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
だ
と

い
う
。

　

マ
ロ
ッ
タ
氏
は
、「
経
済

が
再
び
成
長
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
皆
が
認
識

し
た
し
る
し
で
あ
る
、
改
革

案
の
議
会
通
過
が
確
実
に
な

る
ま
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｅ
指
数
は
高

い
状
態
が
続
く
だ
ろ
う
」
と

語
っ
て
い
る
。

（
６
月
２
８
日
付
ア
ジ
ェ
ン

シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、
６

月
２
９
日
掲
載
）

と
ま
っ
た
の
が
、
各
家
庭
で

出
る
、
捨
て
る
ば
か
り
の
食

用
油
だ
っ
た
。
廃
油
を
捨
て

る
方
法
や
再
利
用
の
仕
方
を

考
え
て
い
た
時
に
思
い
出
し

た
の
は
、
レ
ナ
ト
氏
が
子
供

の
頃
、
近
所
に
い
た
マ
リ
ア

と
呼
ば
れ
る
婦
人
が
石
鹸
作

り
を
し
て
い
た
事
だ
。

　

捨
て
る
だ
け
だ
と
思
っ
て

い
た
油
を
石
鹸
や
知
識
と
い

う
別
の
価
値
を
持
つ
も
の
と

交
換
す
る
習
慣
の
存
在
に
気

づ
い
た
レ
ナ
ト
氏
は
、
食
用

油
で
石
鹸
を
作
る
習
慣
や
文

化
は
「
郊
外
の
人
達
の
間
の

大
衆
無
形
文
化
財
」
で
、
関

心
を
持
っ
た
人
達
が
持
っ
て

く
る
植
物
油
で
の
石
鹸
作
り

や
講
習
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
実
施
は
「
物
々
交
換
に
よ

る
経
済
活
動
」
だ
と
い
う
。

　

地
元
で
行
わ
れ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
を
調
べ
ろ

と
言
わ
れ
た
子
供
４
０
人
が

活
動
の
事
を
教
え
て
く
れ
と

頼
ん
で
き
た
時
は
、
子
供
達

が
持
参
し
た
食
用
油
２
８
０

リ
ッ
ト
ル
と
交
換
に
、
環
境

な
ど
に
関
す
る
講
義
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
石

鹸
も
作
っ
た
り
す
る
が
、
こ

う
い
っ
た
働
き
を
通
し
て
、

ソ
ー
ダ
な
ど
の
化
学
薬
品
を

使
う
時
も
ゴ
ム
手
袋
な
ど
の

安
全
用
具
を
使
わ
な
い
人
が

多
い
事
に
気
づ
き
、
住
民
を

指
導
し
た
事
も
あ
る
。

　

地
域
の
人
が
持
っ
て
く
る

食
用
油
（
約
１
０
０
リ
ッ
ト

ル
／
月
）
は
、
石
鹸
を
作
っ

た
り
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
製
造
工
場
に
売
っ
た
り
す

る
。
石
鹸
や
油
を
売
っ
て
得

氏
は
、
石
鹸
工
場
の
成
長
、

他
の
人
に
石
鹸
作
り
を
教
え

る
事
な
ど
を
新
た
な
夢
と
し

始
め
て
い
る
。

（
６
月
２
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
よ
り
、
７
月
２
日
掲
載
）

の
警
察
署
に
連
行
さ
れ
、
調

書
を
と
ら
れ
た
。「
容
疑
者

２
人
は
、
銃
や
弾
薬
の
所
持

規
制
や
銃
の
違
法
製
造
に
つ

い
て
定
め
た
、
銃
規
制
法

１
６
、１
７
条
に
違
反
し
て

い
る
」と
警
察
は
発
表
し
た
。

（
１
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ
り
、

３
日
掲
載
）

た
収
益
は
、
活
動
費
や
畑
の

維
持
費
、
住
民
の
石
鹸
作
り

や
環
境
保
護
の
支
援
な
ど
に

用
い
て
い
る
。

　

コ
レ
テ
ィ
ヴ
ォ
・
デ
ッ
ド
・

ヴ
ェ
ル
デ
で
石
鹸
作
り
を
担

当
す
る
婦
人
３
人
は
北
東
部

な
ど
の
出
身
で
、
同
団
体
の

活
動
を
通
し
て
収
入
を
得
る

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
事

に
感
謝
す
る
と
共
に
、
自
分

達
の
活
動
が
、
孫
達
が
自
分

の
年
に
な
っ
て
も
、
近
く
の

貯
水
池
の
水
質
や
水
量
が
保

た
れ
、
飲
み
水
に
困
ら
ず
に

す
む
事
を
助
け
る
は
ず
と
信

じ
て
疑
わ
な
い
。

　

手
に
職
を
つ
け
、
郷
里
に

い
た
頃
の
夢
だ
っ
た
勉
学
の

機
会
も
与
え
ら
れ
た
フ
ラ
ン

シ
ス
カ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス



「郷土食広場」
日本祭りといえば、やはり郷土食。今回も
各県人会が自慢の料理を「郷土食広場」
に結集させる。ヤキソバや寿司、てんぷら
などの定番料理の他にも、レストランでは
食べられないような、ここだけの品々が並
ぶ。以下の郷土食の料理を確認！　美味
しそうな料理が盛りだくさんだ！

揚げ物

焼きにしん - 北海道 (29)

関西風お好み焼き - 和歌山 
(18)

トンカツ定食 - 憩の園 (17)

12 長崎 長崎ちゃんぽん、ギョ
ウザ、シュークリーム

13 群馬 かき揚げえびてんぷ
ら、弁当、シュークリー
ム、どら焼き

14 やすらぎ
ホーム

ヤキソバ、ギョウザ、
てんぷら、手巻き

15 香川 讃岐うどん、きつねう
どん、いなり寿司

16 高知 鯛の蒸し、姿寿司、タ
タキ、ヤキソバ、桜餅、
うどん、土佐風お好み
焼き、てんぷら

08 栃木 ヤキソバ、ギョウザ、巻きずし、
いなり寿司、甘酒、アイスクリーム

09 佐賀 アイスクリームてんぷら、春巻き、
パステス

10 山梨 ほうとう、にくまん、いちご大福、
トンカツカレー、ラーメン

11 宮崎 チキン南蛮、甘酒、コーヒー、
うめぼし、ヤキソバ

04 子供
の園

ヤキソバ、かき揚げてんぷ
ら、てんぷら定食、手巻き

05 大阪 浪速風お好み焼き、各種弁
当、ラムネ、シュークリーム

06 山口 イチゴ大福、かわらソバ、
長州てんぷら

07 広島 広島風お好み焼き

01 長野 野沢菜漬、手巻き、
シイタケご飯、どら焼き、
かき揚げてんぷら

02 静岡 すきやき丼、静岡式ヤキ
ソバ、漬物、ビスケット

03 岩手 三陸わかめうどん、
コロッケ、コロッケ弁当、
ギョウザ、岩手そば

46 三重 メレンゲ、イチゴ大福、
クッキー、から揚げ、

47 島根 巻きずし、椎茸ごはん、
カレーライス、葛饅頭、
肉まん、いなり寿司（※）

48 新潟 白餅、餡餅、日本風ク
レープ、タコ焼き

49 山形 芋煮、寿司、手巻き、ホットロー
ル、漬物、ギョウザ、しそ巻き

50 徳島 たこ焼き、おにぎり

51 愛知 味噌串カツ（鶏、豚、牛）、抹
茶アイス、オムレツ、おにぎり

52 Instituto 
Gabi 

ヤキソバ、てんぷら、タコ焼き、
弁当、手巻き、しめじ、ポテト
チップス、オレンジ・メランシ
アジュース、から揚げ、ギョウザ、
フランゴシャドレース、焼きめ
し、ホットロール

53 県連

17 憩の園 サンマ定食、アン
ショーバ定食、トン
カツ定食、かき氷、
イチゴ大福、カツサ
ンド

18 和歌山 関西風お好み焼き

19 滋賀 ギョウザ、特選カレー、カレーうどん、シュークリーム

20 茨城 栗おこわ、牛丼、カレーライス、鉄板焼き（アンショー
バ）、フランゴシャドレース、ホットロール、ギョウ
ザ、ラーメン、肉まん、シュークリーム、アイスクリー
ムてんぷら、ケーキ

39 大分 だんご汁、とりめし、干し柿、牛た
たき

40 青森 りんご製品（ジュース、ゼリー、パイ）、
りんご、りんごアイスクリーム

41 兵庫 手巻き、ラーメン、兵庫海苔

42 埼玉 カレーパン、クレープ、アメリカンドッ
グ、イチゴ大福、クリームソーダ

36 鳥取 大山おこわ、牛丼（和牛肉）

37 岡山 きび団子、まつり寿司、栗まんじゅ
う、メロンソーダ、栗羊羹、どら焼き、
和菓子、シュークリーム　

38 熊本 辛子レンコン、いきなりダンゴ、シュー
クリーム、きんぴらレンコン、クマバー
ガー（※）

32
富山 すき焼き丼、海

老やさいてんぷ
ら、コロッケ、オ
レンジジュース

33 福井 越前おろしそば、
パステス、焼きそ
ば、リングイッサ

34 宮城 牛たん、海鮮ソー
ス焼きそば、ギョ
ウザ、はらこ飯、
から揚げ

35 カルモ桜の会
桜餅、弁当、アイ
スクリーム

21 福岡 豚骨ラーメン、手巻き、千鳥
饅頭、果物チョコレートフォン
デュー

22 千葉 ヤキソバ、ギョウザ、寿司、
刺身、ホットロール、春巻き、
うどん、手巻き、てんぷら

28 鹿児島 薩摩あげ、かるか
ん饅頭、エスペッ
チーニョ、おにぎ
り、シュークリー
ム、ふくらかん

29 北海道 焼きにしん、イカ
焼き、黒ゴマパン
ナコッタ、生チョ
コ、生チョコ抹茶

30 沖縄 沖縄そば、サタア
ンダグイー、ナン
ツ、アシテビッチ、
ヤキソバ

31 奈良 柿の葉寿司、ヤキ
ソバ、炉端焼き、
目張り寿司、お汁
粉、ドーセダプリ
ンセーザ　

17 憩の園
21 福岡
22 千葉

27 援協ピ－パ
28 鹿児島
29 北海道
31 奈良

23 石川 ひじきおこわ、桜餅、三色お
はぎ、かき氷

24 岐阜 けいちゃん味噌ヤキソバ、五
平餅、タコ焼き、わらびもち

25 希望の家 ソーニョ

26 愛媛 サケピリーニャ、肉まん、甘酒、
うどん、ギョウザ、タルト

27 援協
ピ－パ

ヤキトリ、カレー、焼き魚、
福神漬、五目ずし、コーヒー、
生姜茶、手作りお菓子　　

43 福島 喜多方ラーメン、ギョウザ、福島風
おにぎり、シュークリーム、クリー
ムソーダ

44 秋田 きりたんぽ、チキンカツ（鶏+お
にぎり）、高清水（酒）、桜餅、サ
ケピリーニャ

45 東京 カツサンド、豚丼、

かるかん饅頭 - 鹿児島 (28)

日本文化を発信世界最大規模イベント、県連主催の第22回日本祭り

今年のテーマは「社会情報ネットワークと国境なき文化」。「郷土食広場」には、
各県人会が腕によりをかけた、各県の郷土料理が勢揃いする。それに加えて、
ミス日系コンテスト、コスプレサミットも開催され、演劇、太鼓、盆踊り、剣道、
柔道などのショーも披露する。さらに、子供向けの料理教室や陶芸ワークショッ
プ、高齢者向けの健康に関する講義なども開催！

（４）２０１９年 第５２７７号 ７月 ５日 （金曜日）



「展示会」
300を超える様々な業種の企業・団体が
出展する。ブラジル最大級の日本異業種
交流展示会が開催される。来場者は日本
の最新技術や製品、賞品などを体験でき
る！

出展者広場

F04 - ニッケイ新聞／ JORNAL NIPPAK

日本政府関連広場赤のステージ

子供広場

高齢者広場

バラエティ広場

入口

出口

救急車

救急車

生け花

お茶

日本庭園

日本祭り会場案内

出展広場
食の広場緑のステージ

赤のステージ 高齢者
広場

子供の
広場

出口
非常出口

救急車

非常出口
非常出口 非常出口 非常出口

非常出口

非常出口
非常出口

非常出口 非常出口

非常出口

非常出口

非常出口

入口

（５） ２０１９年第５２７７号  ７月 ５日 （金曜日）
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意い

味み

、「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

以い

上じ
ょ
う
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
な
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
い

え
そ
う
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

の
表

ひ
ょ
う

札さ
つ

と

も
い
え
る
１
面め

ん

の
「
題だ

い

字じ

」

が
、
本ほ

ん

日じ
つ

か
ら
変か

わ
っ
た
。

以い

前ぜ
ん

は
横よ

こ

書が

き
だ
っ
た
が
、

縦た
て

書が

き
に
し
た
。
背は

い

景け
い

に

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

新し
ん

聞ぶ
ん

ら
し
く
、
鳥と

り

居い

、
オ
ウ

　

初し
ょ

戦せ
ん

か
ら
日に

っ

伯ぱ
く

対た
い

決け
つ

―
―
ラ
グ
ビ
ー
２
０
歳さ

い

以い

下か

の
世せ

界か
い

最さ
い

高こ
う

峰ほ
う

の
大た

い

会か
い

「
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
Ｕ
２
０
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
（
以い

下か

Ｕ
２
０
Ｃ
Ｓ
）」
の
下か

位い

大た
い

会か
い

「
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
Ｕ
２
０
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
以い

下か

Ｕ
２
０
ト
ロ
フ
ィ

ー
）」
が
、
９
日か

（
現げ

ん

地ち

時じ

間か
ん

）
か
ら
聖せ

い

州し
ゅ
うサ
ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド
ス
・
カ
ン
ポ
ス
市し

の
マ
ル
チ
ン
ス
・
ペ
レ
イ
ラ
競

き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
う（R

ua 
A

na G
onçalves da C

unha, 3
4

0
, Jardim

 Paulista, São José dos C
am

pos

）で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うは
同ど

う

日じ
つ

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
の
初し

ょ

戦せ
ん

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うと
対た

い

戦せ
ん

す
る
。

ム
、サ
ク
ラ
を
あ
し
ら
っ
た
。

ぜ
ひ
読ど

く

者し
ゃ

か
ら
の
感か

ん

想そ
う

を
聞き

き
た
い
と
こ
ろ
。「
以い

前ぜ
ん

よ

り
日に

本ほ
ん

の
新し

ん

聞ぶ
ん

ら
し
く
な
っ

た
」
と
か
、
逆ぎ

ゃ
く

に
「
ち
ょ
っ

と
軽か

る

す
ぎ
で
は
」「
も
っ
と

重じ
ゅ
う

厚こ
う

さ
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
」
な
ど
、編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

（
１
１ 

・
３
３
４
０
・６
０
６
０
、
担た

ん

当と
う

＝
深ふ

か

沢さ
わ

）
ま
で
意い

見け
ん

を
寄よ

せ
て
ほ
し
い
。

　

Ｕ
２
０
Ｃ
Ｓ
（
１
２
カ

国こ
く

参さ
ん

加か

）
と
、
Ｕ
２
０
ト
ロ

フ
ィ
ー
（
８
カ
国こ

く

）
の
両

り
ょ
う

大た
い

会か
い

は
毎ま

い

年と
し

開か
い

催さ
い

さ
れ
、
前ぜ

ん

者し
ゃ

の
最さ

い

下か

位い

国こ
く

と
、
後こ

う

者し
ゃ

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

国こ
く

が
交こ

う

代た
い

す
る
。
日に

本ほ
ん

は

昨さ
く

年ね
ん

Ｕ
２
０
Ｃ
Ｓ
で
最さ

い

下か

位い

と
な
り
降こ

う

格か
く

。
今こ

ん

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う、
昇

し
ょ
う

格か
く

復ふ
っ

帰き

を
狙ね

ら

う
。

　

Ｕ
２
０
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
２

グ
ル
ー
プ
に
分わ

け
ら
れ
、
総そ

う

当あ

た
り
戦せ

ん

に
よ
り
各か

く

グ
ル
ー

プ
の
順

じ
ゅ
ん

位い

を
決け

っ

定て
い

。
そ
の
後ご

、

も
う
一い

っ

方ぽ
う

の
グ
ル
ー
プ
の
同ど

う

位い

国こ
く

と
対た

い

戦せ
ん

し
、
全ぜ

ん

参さ
ん

加か

国こ
く

の

順じ
ゅ
ん

位い

を
決き

め
る
。

　

グ
ル
ー
プ
Ａ
は
日に

本ほ
ん

、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ケ
ニ

ア
、
Ｂ
は
カ
ナ
ダ
、
ト
ン
ガ
、

香ほ
ん
こ
ん港
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
。
日に

本ほ
ん

は
初し

ょ

戦せ
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
、
２
戦せ

ん

は
１
３
日に

ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
ウ

ル
グ
ア
イ
、
３
戦せ

ん

は
１
７
日に

ち

午ご

後ご

５
時じ

か
ら
ケ
ニ
ア
と
対た

い

戦せ
ん

予よ

定て
い

。
全ぜ

ん

参さ
ん

加か

国こ
く

の
順

じ
ゅ
ん

位い

を
決き

め
る
最さ

い

終し
ゅ
う

戦せ
ん

は
、
２
１

日に
ち

に
行お

こ
なわ
れ
る
。

　

Ｕ
２
０
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は

存そ
ん

在ざ
い

し
な
い
が
、
世せ

界か
い

ラ
ン

キ
ン
グ
（
７
月が

つ

１
日た

ち

時じ

点て
ん

）

で
は
日に

本ほ
ん

が
今こ

ん

大た
い

会か
い

参さ
ん

加か

国こ
く

最さ
い

高こ
う

位い

の
１
１
位い

。
後あ

と

に

１
３
位い

ト
ン
ガ
、
１
９
位い

ウ

ル
グ
ア
イ
と
続つ

づ

く
。
ブ
ラ
ジ

ル
は
２
６
位い

。

　

日に

本ほ
ん

は
体た

い

格か
く

差さ

の
不ふ

利り

を

補お
ぎ
なう
た
め
、
空あ

い
た
ス
ペ
ー

ス
に
ボ
ー
ル
を
運は

こ

ぶ
戦せ

ん

術じ
ゅ
つで

挑い
ど

む
。
強つ

よ

み
は
ス
ク
ラ
ム
で
、

相あ
い

手て

と
の
駆か

け
引ひ

き
や
繊せ

ん

細さ
い

な
技ぎ

術じ
ゅ
つで
押お

し
勝か

つ
方ほ

う

針し
ん

だ

と
い
う
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
伯は

っ

国こ
く

三み
つ

菱び
し

商し
ょ
う

事じ

会が
い

社し
ゃ

の
堂ど

う

原は
ら

壌じ
ょ
う

治じ

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
２
０
歳さ

い

以い

下か

の
大た

い

会か
い

で
は
、
個こ

こ々

の
体

か
ら
だ

や
技ぎ

術じ
ゅ
つが
未み

完か
ん

成せ
い

で
、
体か

ら
だ
の

大お
お

き
い
外が

い

国こ
く

人じ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

の
方ほ

う

が

有ゆ
う

利り

だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

攻こ
う

守し
ゅ

と
も
に
組そ

織し
き

を
意い

識し
き

し

て
戦た

た
か
う
こ
と
が
勝

し
ょ
う

利り

の
鍵か

ぎ

と

な
る
そ
う
。

　

日に

本ほ
ん

の
注

ち
ゅ
う

目も
く

選せ
ん

手し
ゅ

に
つ
い

て
は
、
大だ

い

学が
く

生せ
い

の
選せ

ん

手し
ゅ

が
多お

お

い
中な

か

、
国こ

く

内な
い

リ
ー
グ
で
活か

つ

躍や
く

す
る
福ふ

く

井い

翔し
ょ
う

大た

選せ
ん

手し
ゅ

（
ナ
ン

バ
ー
エ
イ
ト
）、
日く

さ

下か

太た
い

平へ
い

選せ
ん

手し
ゅ

（
セ
ン
タ
ー
）
ら
が
チ
ー

ム
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
と
予よ

想そ
う

さ
れ

る
。
ま
た
高こ

う

校こ
う

生せ
い

な
が
ら
選せ

ん

出し
ゅ
つさ
れ
た
奥お

く

井い

章あ
き

仁と

選せ
ん

手し
ゅ（
フ

ラ
ン
カ
ー
、
ナ
ン
バ
ー
エ
イ

　

今こ
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

は
、
昨さ

く

年ね
ん

ハ
ワ

イ
で
あ
っ
た
「
第だ

い

５
９
回か

い海

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

」
で
６
月が

つ

２
０
日か

を
「
国こ

く

際さ
い

日に
っ

系け
い

デ

ー
」
に
制せ

い

定て
い

し
た
こ
と
か

ら
、
第だ

い

１
回か

い

記き

念ね
ん

イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
企き

画か
く

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

青せ
い

年ね
ん

会か
い

議ぎ

所し
ょ

（
和わ

田だ

ル
ド
ル
フ
会か

い

長ち
ょ
う

）

と
Ｓ
Ｂ
Ｇ
Ｃ（Sociedade 

B
rasileira de G

estao 
e C

on
hecim

ento

）。

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
司し

会か
い

の
西に

し

村む
ら

リ
カ

ル
ド
さ
ん
（
青せ

い

年ね
ん

会か
い

議ぎ

所し
ょ

）

は
昨さ

く

年ね
ん

６
月が

つ

、
サ
ン
パ
ウ
ロ

新し
ん

聞ぶ
ん

主し
ゅ

催さ
い

の
「
日に

っ

伯ぱ
く

懸か

け
橋は

し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
協

き
ょ
う

賛さ
ん:

竹た
け

内う
ち

運う
ん

輸ゆ

工こ
う

業ぎ
ょ
う、
ワ
ー
ル
ド
リ

ン
ク
ス
）
に
よ
り
、
日に

っ

系け
い

若わ
か

者も
の

１
５
人に

ん

と
共と

も

に
ハ
ワ
イ
の

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し

た
際さ

い

の
経け

い

験け
ん

を
話は

な

し
た
。「
ハ

ワ
イ
で
は
八は

ち

、
九

き
ゅ
う

世せ
い

の
世せ

代だ
い

に
な
り
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
顔か

お

で
は

な
く
な
っ
て
も
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ
ん

を
持も

っ
て
い
た
。
そ
れ

ト
）、
松ま

つ

本も
と

光こ
う

貴き

選せ
ん

手し
ゅ

（
ロ
ッ

ク
）
に
期き

待た
い

を
寄よ

せ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ブ
ラ
ジ
ル
は
世せ

界か
い

ラ
ン
キ
ン
グ
２
６
位い

と
格か

く

下し
た

な
が
ら
も
、
近き

ん

年ね
ん

実じ
つ

力り
ょ
くを
高た

か

め
て
き
て
い
る
そ
う
。

　

９
月が

つ

２
０
日か

か
ら
は
日に

本ほ
ん

で
、
世せ

界か
い

が
注

ち
ゅ
う

目も
く

す
る
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯は

い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

そ
こ
に
向む

け
て
Ｕ
２
０
大た

い

会か
い

で
い
い
結け

っ

果か

を
出だ

し
、
日に

本ほ
ん

ラ
グ
ビ
ー
界か

い

に
勢い

き
おい
を
つ
け
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

を
見み

て
、
ど
う
し
た
ら
我わ

れ
わ
れ々

も
文ぶ

ん

化か

が
維い

持じ

で
き
る
の
か

と
自じ

問も
ん

し
、
そ
の
た
め
の
取と

り

組く

み
を
は
じ
め
た
」
と
講こ

う

演え
ん

会か
い

の
開か

い

始し

動ど
う

機き

を
説せ

つ

明め
い

し

た
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
美び

術じ
ゅ
つ

学が
く

部ぶ

の
ク
ロ
ヴ
ィ

ス
・
デ
・
バ
ロ
ス
・
フ
ィ
リ

ョ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
講こ

う

演え
ん

で
「
皆み

な

さ
ま

コ
ン
バ
ン
ワ
！　

私わ
た
し

は
４
０

年ね
ん

前ま
え

、
こ
こ
で
日に

本ほ
ん

語ご

を
勉べ

ん

強き
ょ
うし
ま
し
た
」
と
い
き
な
り

来ら
い

社し
ゃ

し
た
大お

お

久く

保ぼ

所し
ょ

長ち
ょ
う

と
山や

ま

本も
と

さ
ん

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
サ
ン
パ
ウ
ロ

事じ

務む

所し
ょ

（
大お

お

久く

保ぼ

敦あ
つ
し

所し
ょ

長ち
ょ
う）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
市し

場じ
ょ
うで
初は

じ

め

て
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

の
コ
メ
・
コ
メ
加か

工こ
う

品ひ
ん

の
販は

ん

路ろ

を
拡か

く

大だ
い

す
る
た

め
に
、「
第だ

い

２
２
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」

で
Ｐ
Ｒ
の
ブ
ー
ス
を
設も

う

け
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
山や

ま

本も
と

祐ゆ
う

也や

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

の
精せ

い

米ま
い

さ
れ
た
コ

メ
が
、
こ
こ
数す

う

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う

輸ゆ

入
に
ゅ
う

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
導ど

う

入に
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

事じ

業ぎ
ょ
うの
実じ

っ

施し

が

決け
っ

定て
い

し
た
。
ま
ず
は
今こ

ん

回か
い

の

　

日に

本ほ
ん

の
「
第だ

い

２
５
回か

い

参さ
ん

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

通つ
う

常じ
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

」
が
４
日か

に
公こ

う

示じ

さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

の
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

投と
う

票ひ
ょ
うが
本ほ

ん

日じ
つ

　
　
　
　
　

◎

　

日に

本ほ
ん

の
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

、

小お

川が
わ

善よ
し

久ひ
さ

さ
ん
（
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
名め

い

・
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
）

は
、
普ふ

段だ
ん

は
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

に
向む

け
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

語ご

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

の
研け

ん

修し
ゅ
うを
提て

い

供
き
ょ
う

す
る
会か

い

社し
ゃ

「
漢か

ん

和わ

塾じ
ゅ
く」
を
経け

い

営え
い

す
る
。
現げ

ん

在ざ
い

は
ブ
ラ
ジ
ル

経け
い

済ざ
い

の
低て

い

迷め
い

に
よ
り
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うが
進し

ん

出し
ゅ
つす
る
機き

会か
い

は
少す

く

な
い
が
、
今い

ま

で
も
ポ
語ご

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うは

継け
い

続ぞ
く

し
て
い
る
。
小お

川が
わ

さ
ん
は

「
今い

ま

ま
で
出で

て
い
く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ば
か
り
に
語ご

学が
く

研け
ん

修し
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ
て

い
た
が
、
今こ

ん

後ご

は
入は

い

っ
て
く
る

外が
い

国こ
く

人じ
ん

が
増ふ

え
る
。
そ
の
人ひ

と

た
ち
へ
の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

事じ

業
ぎ
ょ
う

も
考か

ん
が

え
て
い
る
」
と
語か

た

っ
た
。

歌か

手し
ゅ

活か
つ

動ど
う

を
通と

お

し
て
築き

ず

い
た

コ
ロ
ニ
ア
人じ

ん

脈み
ゃ
く

が
、
い
ず
れ

本ほ
ん

業ぎ
ょ
うに
反は

ん

映え
い

さ
れ
る
か
も
。

９
月が

つ

Ｗ
杯は

い

に
向む

け
勢い

き
お

い
つ
く
か
？

ト
ロ
フィ
ー
優ゆ

う

勝し
ょ
う

目め

指ざ

す
日に

本ほ
ん

勢ぜ
い

日に

本ほ
ん

語ご

で
語か

た

り
か
け
、
聴

ち
ょ
う

衆
し
ゅ
う

を
驚お

ど
ろ

か
せ
た
。

　

倫り
ん

理り

学が
く

を
教お

し

え
て
世せ

界か
い

各か
く

地ち

を
講こ

う

演え
ん

旅り
ょ

行こ
う

で
飛と

び
回ま

わ

る

中な
か

、
特と

く

別べ
つ

な
体た

い

験け
ん

を
し
た
の

が
東と

う

京き
ょ
う―
北ぺ

き
ん京
間か

ん

の
飛ひ

行こ
う

機き

だ
っ
た
。

　
「
離り

陸り
く

し
た
す
ぐ
後あ

と

、
前ま

え

の
座ざ

席せ
き

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
私わ

た
し

に
向む

か
っ
て
『
背せ

も
た
れ
を
倒た

お

し

て
い
い
か
？
』
と
許き

ょ

可か

を
求も

と

め
て
き
た
こ
と
に
、
心し

ん

底そ
こ

驚
お
ど
ろ

い
た
。
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うを
飛と

び
回ま

わ

っ

国こ
く

際さ
い

日に
っ

系け
い

デ
ー
記き

念ね
ん

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

と
い
う
特と

っ

権け
ん

的て
き

な
遺い

産さ
ん

て
い
る
が
、
初は

じ

め
て
の
体た

い

験け
ん

だ
っ
た
。
倫り

ん

理り

を
教お

し

え
て
い

る
私わ

た
し

で
す
ら
、
問も

ん

答ど
う

無む

用よ
う

に

座ざ

席せ
き

を
寝ね

か
せ
る
。
そ
の
言こ

と

葉ば

に
相あ

い

手て

を
思お

も

い
や
る
気き

持も

ち
を
感か

ん

じ
、『
こ
れ
が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
哲て

つ

学が
く

だ
』
と
感か

ん

動ど
う

し
て

本ほ
ん

を
書か

い
た
。
日に

本ほ
ん

は
『
親し

ん

切せ
つ

の
精せ

い

神し
ん

』
を
世せ

界か
い

に
輸ゆ

出し
ゅ
つ

し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
昨さ

く

年ね
ん

６
月が

つ

に
刊か

ん

行こ
う

し
た

『Sh
in

setsu: O
 poder 

da gentileza

』（eB
ook 

K
indle

）
の
説せ

つ

明め
い

を
し
た
。

　
「
あ
な
た
方が

た

の
祖そ

先せ
ん

が
、

世せ

界か
い

の
他ほ

か

の
ど
こ
で
も
な
い

ブ
ラ
ジ
ル
へ
来き

た
こ
と
は
幸

し
あ
わ

せ
だ
っ
た
」
と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を

称し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

　

質し
つ

疑ぎ

応お
う

答と
う

で
、
ゴ
メ
ス
氏し

は
両

り
ょ
う

国こ
く

の
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

は
何な

に

か
と

の
質し

つ

問も
ん

に
対た

い

し
、「
日に

っ

伯ぱ
く

は
あ
ま
り
に
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

過す

ぎ
る
。

共き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

よ
り
、
違ち

が

い
が
目め

立だ

つ
。
学が

っ

校こ
う

で
の
掃そ

う

除じ

も
そ
う

だ
が
、
そ
の
ま
ま
ブ
ラ
ジ
ル

に
持も

っ
て
来き

て
も
ダ
メ
。
適て

き

応お
う

さ
せ
る
工く

夫ふ
う

が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
」

と
解か

い

説せ
つ

。「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
若わ

か

者も
の

は
、
ま
ず
あ
の
国く

に

を
実じ

っ

際さ
い

に

見み

て
、
体た

い

験け
ん

し
、
文ぶ

ん

化か

的て
き

な

価か

値ち

を
確か

く

認に
ん

す
べ
き
だ
。
そ

れ
が
最さ

い

初し
ょ

に
一い

っ

歩ぽ

に
な
る
は

ず
」
と
薦す

す

め
た
。

初
しょ

戦
せん

でいきなり日
にっ

伯
ぱく

対
たい

決
けつ

（７） ２０１９年第５２７７号 	 ７月	 ５日	（金曜日）

お
に
ぎ
り
作づ

く

り
体た

い

験け
ん

、
和わ

牛ぎ
ゅ
う

試し

食し
ょ
く

も

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

コ
メ
Ｐ
Ｒ

日
に

本
ほん

祭
まつ

り

ア
マ
ゾ
ン
90
周し

ゅ
う年ね
ん

に
捧さ

さ

げ
る
バ
ラ
ー
ド

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
さ
ん
自じ

作さ
く

歌う
た

披ひ

露ろ
う

日
に

本
ほん

祭
まつ

り

激
はげ

しくぶつかりあう選
せん

手
しゅ

ら（公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

ラグビーフットボール協
きょう

会
かい

提
てい

供
きょう

）

クロヴィス・デ・バロス・フィリョ教
きょう

授
じゅ

ラグビー
Ｕ 2 0

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

投と
う

票ひ
ょ
う

が
本ほ

ん

日じ
つ

開か
い

始し

全ぜ
ん
伯ぱ
く
８
カ
所し
ょ
、
１
３
日に
ち
ま
で

今い
ま

ご
ろ
手し

ゅ

術じ
ゅ
つ
を
受う

け
て
い
る

は
ず
。
本ほ

ん

当と
う

は
す
ぐ
に
病

び
ょ
う

院い
ん

へ
駆か

け
付つ

け
た
か
っ
た
が
、
皆み

な

さ
ん
と
の
約や

く

束そ
く

を
果は

た
す
た

め
に
今い

ま

こ
こ
に
い
る
。
だ
が
私

わ
た
し

の
講こ

う

演え
ん

が
終お

わ
っ
た
ら
、
病

び
ょ
う

院い
ん

に
行ゆ

か
せ
て
も
ら
う
」
と

足あ
し

早ば
や

に
舞ぶ

台た
い

か
ら
降お

り
る
と

拍は
く

手し
ゅ

が
送お

く

ら
れ
た
。
妻つ

ま

が
倒た

お

れ
て
も
、
律り

ち

儀ぎ

に
約や

く

束そ
く

を
守ま

も

ろ
う
と
す
る
辺あ

た

り
は
、
あ
る

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
、
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

コ
メ
・

コ
メ
加か

工こ
う

品ひ
ん

に
対た

い

す
る
来ら

い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

の
反は

ん

応の
う

を
調し

ら

べ
る
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、
著ち

ょ

名め
い

パ
テ
ィ

シ
エ
の
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
・
エ

グ
チ
氏し

に
よ
る
「
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

米ま
い

を
使つ

か

っ
た
お
に
ぎ
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
実じ

っ

施し

。
日に

っ

本ぽ
ん

　

最さ
い

後ご

に
、
年ね

ん

商し
ょ
う１
６
億お

く

レ

ア
ル
の
巨き

ょ

大だ
い

ス
ー
パ
ー
網も

う

「
マ
ガ
ジ
ネ
・
ル
イ
ザ
」
を

経け
い

営え
い

す
る
ル
イ
ザ
・
ヘ
レ
ナ
・

ト
ラ
ジ
ャ
ノ
さ
ん
が
マ
イ
ク

を
握に

ぎ

り
、「
日に

本ほ
ん

に
は
２
回か

い

行い

っ
た
。
文ぶ

ん

化か

の
美う

つ
く

し
さ
を

痛つ
う

感か
ん

し
、勤き

ん

勉べ
ん

さ
を
学ま

な

ん
だ
。

皆み
な

が
小こ

声ご
え

で
話は

な
し

を
し
て
お

り
、
教

き
ょ
う

育い
く

レ
ベ
ル
の
高た

か

さ
を

感か
ん

じ
た
。
私わ

た
し

も
ブ
ラ
ジ
ル
で

真ま

似ね

し
よ
う
と
し
た
が
１
カ

月げ
つ

と
持も

た
ず
、
す
ぐ
に
声こ

え

を

張は

り
上あ

げ
た
」
と
会か

い

場じ
ょ
うを
笑わ

ら

わ
せ
た
。

　
「
日に

っ

伯ぱ
く

は
文ぶ

ん

化か

的て
き

に
対た

い

極
き
ょ
く

に
あ
る
存そ

ん

在ざ
い

だ
が
、
共

き
ょ
う

感か
ん

し

あ
え
る
部ぶ

分ぶ
ん

が
あ
る
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
謙け

ん

虚き
ょ

で
控ひ

か

え
め
で
あ
る

こ
と
を
尊そ

ん

敬け
い

し
て
い
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
愛あ

い

し
て
い
る
」
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。

　

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
上う

え

原は
ら

初は
つ

江え

さ
ん

（
６
６
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

）
に
感か

ん

想そ
う

を
聞き

く
と
「
日に

本ほ
ん

で
生う

ま

れ
て

ブ
ラ
ジ
ル
へ
来き

て
よ
か
っ
た

と
思お

も

え
る
話は

な
し

が
聞き

け
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
生う

ま

れ
て
良よ

か
っ
た
と

し
み
じ
み
思お

も

え
た
」
と
感か

ん

動ど
う

し
た
様よ

う

子す

で
語か

た

っ
た
。

　

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
リ
カ
ル
ド
・
ミ

グ
リ
ア
ッ
チ
さ
ん
（
３
１
）

は
「
知し

っ
て
い
る
話は

な
し

が
多お

お

か

っ
た
」
と
い
う
の
で
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

と
の
関か

か

わ
り
を
尋た

ず

ね
る

と
「
三し

ゃ

味み

線せ
ん

を
弾ひ

い
て
い
る
」

と
い
う
。
海か

い

藤と
う

三し
ゃ

味み

線せ
ん

グ
ル

ー
プ
で
習な

ら

い
始は

じ

め
、
９
年ね

ん

前ま
え

か
ら
丹た

ん

下げ

セ
ツ
コ
太た

い

鼓こ

道ど
う

場
じ
ょ
う

に
所し

ょ

属ぞ
く

し
て
い
る
。
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

団だ
ん

体た
い

に
所し

ょ

属ぞ
く

す
る
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
は
、
今こ

ん

回か
い

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

で

聞き

く
よ
う
な
話は

な
し

は
当あ

た
り
前ま

え

の
こ
と
の
よ
う
だ
。
改あ

ら
た

め
て
、

こ
の
よ
う
な
団だ

ん

体た
い

の
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

な
活か

つ

動ど
う

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

さ
が
伺う

か
が

わ
れ

た
。　
　
　
　
　
（
終お

わ
り
）

本ぽ
ん

産さ
ん

和わ

牛ぎ
ゅ
うは
今こ

年と
し

３
月が

つ

に
輸ゆ

入に
ゅ
う

開か
い

始し

し
た
後あ

と

、
物も

の

珍め
ず
らし
さ

も
あ
っ
て
飛と

ぶ
よ
う
な
売う

れ

行ゆ

き
。
６
月が

つ

に
は
約や

く

１
ト
ン

を
輸ゆ

入に
ゅ
うし
、
３
時じ

間か
ん

ほ
ど
で

購こ
う

入に
ゅ
う

予よ

約や
く

打う

ち
切き

り
に
な
っ

た
と
い
う
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
大お

お

久く

保ぼ

所し
ょ

長ち
ょ
う、
山や

ま

本も
と

さ
ん
は
「
ま
ず

は
美お

味い

し
い
お
に
ぎ
り
を
味あ

じ

わ
い
に
、
是ぜ

非ひ

ジ
ェ
ト
ロ
ブ
ー

ス
ま
で
お
越こ

し
く
だ
さ
い
」

と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

手し
ゅ

「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
」（
本ほ

ん

名み
ょ
う

＝

小お

川が
わ

善よ
し

久ひ
さ

、
５
４
、
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

）
＝
千ち

葉ば

県け
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
う

＝
が
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
た

め
に
来ら

い

伯は
く

。
新し

ん

曲き
ょ
くが
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ

れ
た
Ｃ
Ｄ
を
持じ

参さ
ん

し
、
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　

小お

川が
わ

さ
ん
は
南

み
な
み

大た
い

河が

州
し
ゅ
う

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
市し

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
５
回か

い

出し
ゅ
つ

演え
ん

し
て
お

り
、「
コ
ロ
ニ
ア
に
来き

て
歌う

た

う

の
は
自じ

分ぶ
ん

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」

と
語か

た

る
。
そ
の
縁え

ん

か
ら
今こ

年と
し

は
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
も
公こ

う

演え
ん

を
行お

こ
な

う
。
さ
ら
に
９
月が

つ

に
は
、

ア
マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で

も
歌う

た

を
披ひ

露ろ
う

す

る
予よ

定て
い

だ
。

　

昨さ
く

年ね
ん

、
ア
マ

ゾ
ン
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

バ
ラ
ー
ド「
こ

の
地ち

に
舞ま

い
降お

り
た
の
は
」
を

書か

き
下お

ろ
し
、

「
若わ

か

者も
の

は
ま
ず
日に

本ほ
ん

を
体た

い

験け
ん

す
べ
き
」

（下
げ

）

「マガジネ・ルイザ」経
けい

営
えい

者
しゃ

ルイザ・
ヘレナ・トラジャノさん

日
に

本
ほん

から歌
うた

いに来
き

たＺＥＮＫＹＵさん

　
Ｕ
Ｓ
Ｐ
の
ク
ロ
ヴ
ィ
ス・
デ・

バ
ロ
ス
・
フ
ィ
リ
ョ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
講こ

う

演え
ん

の
最さ

い

後ご

に
、「
実じ

つ

は
今き

ょ
う日
の

昼ひ
る

、
妻つ

ま

が
倒た

お

れ
て
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
、

本ほ
ん

紙し

サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
動ど

う

画が

を
置お

い
た
。
作さ

く

詞し

作さ
っ

曲き
ょ
くの
き
っ
か
け
は
、
元も

と

ア
マ
ゾ

ン
移い

民み
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

宅た
く

で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
た
時と

き

に
、
移い

住
じ
ゅ
う

当と
う

時じ

の
話は

な
し

を
聞き

い
て
興

き
ょ
う

味み

を

持も

っ
た
た
め
だ
と
い
う
。
熱ね

っ

帯た
い

病び
ょ
うな
ど
、
移い

民み
ん

が
直

ち
ょ
く

面め
ん

し

た
様さ

ま

々ざ
ま

な
困こ

ん

難な
ん

を
思お

も

い
切せ

つ

な

く
歌う

た

い
上あ

げ
る
。

　

Ｃ
Ｄ
に
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た
歌う

た

「
百ひ

ゃ
く

と
十

じ
ゅ
う

年ね
ん

の
轍わ

だ
ち

」、
ポ
語ご

で

歌う
た

い
上あ

げ
る
「
Ｓ
ｏ
ｒ
ｒ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
」、
亡な

き
母は

は

親お
や

を
思お

も

っ

て
作つ

く

っ
た
「
お
か
は
ん
」
が

収し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

　

小お

川が
わ

さ
ん
は
「
東と

う

京き
ょ
うで
も

今こ
ん

月げ
つ

２
０
日か

に
ブ
ラ
ジ
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
。
大お

お

勢ぜ
い

の
前ま

え

で
歌う

た

う
の
は
緊き

ん

張ち
ょ
う

す

る
が
、
皆み

な

さ
ん
に
喜よ

ろ
こ

ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と
笑え

顔が
お

で
語か

た

っ

た
。

　

小お

川が
わ

さ
ん
は
、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
赤あ

か

ス
テ
ー
ジ
で
５
日か

午ご

後ご

６
時じ

３
５
分ふ

ん

か
ら
、
６

日か

は
緑み

ど
り

ス
テ
ー
ジ
で
午ご

後ご

４

時じ

５
０
分ぷ

ん

か
ら
、
７
日か

は
赤あ

か

ス
テ
ー
ジ
で
午ご

後ご

５
時じ

２
０

分ぷ
ん

か
ら
歌う

た

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

産さ
ん

精せ
い

米ま
い

の
特と

く

徴ち
ょ
うや
包ほ

う

装そ
う

米べ
い

飯は
ん

の
利り

便べ
ん

性せ
い

を
語か

た

る
講こ

う

演え
ん

会か
い

や
、

日に
っ

本ぽ
ん

産さ
ん

包ほ
う

装そ
う

米べ
い

飯は
ん

を
使つ

か

っ
た

お
に
ぎ
り
作づ

く

り
体た

い

験け
ん

を
行お

こ
な

う
。

お
に
ぎ
り
は
、
塩し

お

の
み
で
素そ

材ざ
い

の
味あ

じ

を
楽た

の

し
め
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｆ
Ｃ
社し

ゃ

と
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
、
新に

い

潟が
た

県け
ん

産さ
ん

の
包ほ

う

装そ
う

米べ
い

飯は
ん

の
試し

験け
ん

販は
ん

売ば
い

も
行お

こ
な

う
。
包ほ

う

装そ
う

米べ
い

飯は
ん

は
、
日に

本ほ
ん

で
炊す

い

飯は
ん

後ご

の

ご
飯は

ん

を
容よ

う

器き

に
無む

菌き
ん

包ほ
う

装そ
う

し

た
米べ

い

飯は
ん

類る
い

の
こ
と
。
日に

本ほ
ん

の

水み
ず

で
炊た

い
た
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
ブ
ラ

か
ら
開か

い

始し

さ
れ
る
。
期き

間か
ん

は

１
３
日に

ち

ま
で
。
投と

う

票ひ
ょ
う

受う
け

付つ
け

時じ

間か
ん

は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か
ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
。

　

国こ
く

内な
い

で
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

投と
う

票ひ
ょ
うが

可か

能の
う

な
の
は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

、
在ざ

い

ベ
レ
ン
領

り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

、

在ざ
い

ク
リ
チ
バ
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、
在ざ

い

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ

領り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

、
在ざ

い

サ
ン
パ
ウ

ロ
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、
在ざ

い

マ

ナ
ウ
ス
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、
在ざ

い

リ
オ
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、

在ざ
い

レ
シ
フ
ェ
日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
８
カ
所じ

ょ

。

　

投と
う

票ひ
ょ
うに
は
在ざ

い

外が
い

選せ
ん

挙き
ょ

人に
ん

証
し
ょ
う

及お
よ

び
旅り

ょ

券け
ん

な
ど
の
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
持じ

参さ
ん

す
る
こ
と
。
ま
た

郵ゆ
う

便び
ん

に
よ
る
投と

う

票ひ
ょ
うも
可か

能の
う

。

　

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

投と
う

票ひ
ょ
うに
関か

ん

す
る

詳し
ょ
う

細さ
い

は
各か

く

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確か

く

認に
ん

で
き
る
。
問と

い

合あ

わ
せ
も
各か

く

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

ま
で
。

ン
ド
米ま

い

が
、
電で

ん

子し

レ
ン
ジ
で
温

あ
た
た

め
る
だ
け
で
簡か

ん

単た
ん

に
食た

べ
ら
れ

る
。
会か

い

場じ
ょ
うで
は
、

２
０
０
グ
ラ
ム

１
５
レ
で
販は

ん

売ば
い

を
予よ

定て
い

し
て
い

る
。

　
「
お
に
ぎ
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
へ
参さ

ん

加か

し

た
人ひ

と

に
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

和わ

牛ぎ
ゅ
うの
試し

食し
ょ
く

も
提て

い

供き
ょ
う

す

る
。
山や

ま

本も
と

さ
ん

に
よ
れ
ば
、
日に

っ

参さ
ん
院い
ん
選せ
ん



日に

本ほ
ん

か
ら
の
来ら

い

伯は
く

公こ
う

演え
ん

多た

数す
う

！

今こ

年と
し

は
和わ

洋よ
う

ス
イ
ー
ツ
合が

っ

戦せ
ん

年ね
ん

目め

と
な
り
、
新あ

ら

た
な
時じ

代だ
い

に
入は

い

り
ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
も

時じ

代だ
い

の
変へ

ん

化か

に
伴と

も
ない
、
以い

前ぜ
ん

か

ら
進す

す

め
て
お
り
ま
し
た
ア
ナ
ロ

グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
変へ

ん

化か

の

試こ
こ
ろみ
を
進す

す

め
、
特と

く

に
食

し
ょ
く

広ひ
ろ

場ば

の

改か
い

善ぜ
ん

に
努ど

力り
ょ
く

致い
た

し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
舞ぶ

台た
い

で
は
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くも
あ
り
、

け
ん
玉だ

ま

の
妙

み
ょ
う

技ぎ

な
ど
色い

ろ

々い
ろ

と

楽た
の

し
ん
で
頂い

た
だけ
る
新あ

た
らし
い
工く

夫ふ
う

を
凝こ

ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

、
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

・
日に

本ほ
ん

武ぶ

道ど
う

・

ミ
ス
ニ
ッ
ケ
イ
最さ

い

終し
ゅ
う

選せ
ん

考こ
う

会か
い

・

コ
ス
プ
レ
な
ど
を
大た

い

切せ
つ

に
守ま

も
っ

て
お
り
ま
す
。

　

主し
ゅ

催さ
い

者し
ゃ

県け
ん

連れ
ん

と
い
た
し
ま

し
て
も
、
来き

て
頂い

た
だい
た
方か

た

々が
た

が

よ
り
楽た

の

し
い
ひ
と
時と

き

を
過す

ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
日ひ

び々

努ど

力り
ょ
く

致い
た

し
て
お
り
ま
す
。
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の
ご
来ら

い

場じ
ょ
うを
心

こ
こ
ろ

待ま

ち
す
る
と

と
も
に
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
会か

い

場じ
ょ
うで

お
会あ

い
で
き
る
の
を
楽た

の

し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

２
２
回か

い

目め

の
開か

い

催さ
い

に
あ
た

り
、
ご
支し

援え
ん

頂い
た
だき
ま
し
た
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

政せ
い

府ふ

・
州し

ゅ
う・
市し

の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

、
協

き
ょ
う

賛さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
多お

お

く
の
企き

業ぎ
ょ
う、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

、
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の

他ほ
か

多お
お

く
の
皆み

な

様さ
ま

に
、
こ
の
場ば

を

借か

り
て
厚あ

つ

く
御お

ん

礼れ
い

申も
う

し
上あ

げ

ま
す
。

続つ
づ

け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
毎ま

い

回か
い

ご
来ら

い

場じ
ょ
うい
た
だ
い
て
お
り
ま
す

皆み
な

々み
な

様さ
ま

の
ご
支し

援え
ん

の
お
蔭か

げ

だ

と
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
お
り
ま
す
。

　

今こ
ん

回か
い

の
テ
ー
マ
「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」。
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
政せ

い

権け
ん

が
交こ

う

代た
い

、
母ぼ

国こ
く

で
は
平へ

い

成せ
い

か

ら
令れ

い

和わ

へ
と
移う

つ

り
変か

わ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

も
１
１
１

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
冬ふ

ゆ

の
風ふ

う

物ぶ
つ

詩し

と

な
っ
た
第だ

い

２
２
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

入
にゅう
場
じょう
券
けん
・会
かい
場
じょう
への交

こう
通
つう
情
じょう
報
ほう

　
日
に

本
ほん

祭
まつ

り入
にゅう

場
じょう

券
けん

は前
まえ

売
う

り22レアル、当
とう

日
じつ

28レ。
学
がく

生
せい

及
およ

び 60 ～ 65 歳
さい

の
男
だん

性
せい

は半
はん

額
がく

の14レとなる
が、身

み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

が必
ひつ

要
よう

。
８歳

さい

以
い

下
か

の子
こ

供
ども

、60 歳
さい

以
い

上
じょう

の女
じょ

性
せい

、65 歳
さい

以
い

上
じょう

の男
だん

性
せい

は入
にゅう

場
じょう

無
む

料
りょう

となる。
駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

は 50レ、午
ご

前
ぜん

８
時
じ

～午
ご

後
ご

10 時
じ

は地
ち

下
か

鉄
てつ

ジャバクアラ駅
えき

から無
む

料
りょう

バ
スが出

で

る。

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
会か

い

場じ
ょ
う

で
お
会あ

い
し
ま
し
ょ
う
！

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う　
山や

ま

田だ 

康や
す

夫お

舞
ぶ

台
たい

公
こう

演
えん

では充
じゅう

実
じつ

したショーを披
ひ

露
ろう

する

初は
つ

舞ぶ

台た
い

の
岐ぎ

阜ふ

は
、
郡ぐ

上じ
ょ
う

踊お
ど

り
と
郡ぐ

上じ
ょ
う

節ぶ
し

に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

す
る
。

　

６
日か

午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

か
ら

は
、毎ま

い

年と
し

人に
ん

気き

の
「
ミ
ス・ニ
ッ

ケ
イ
」
で
今こ

年と
し

最も
っ
とも
美う

つ
く
し
い

日に
っ

系け
い

女じ
ょ

性せ
い

が
決き

ま
る
。
翌よ

く

７

日か

（
日に

ち

）
午ご

後ご

５
時じ

か
ら
は
、

す
っ
か
り
お
馴な

染じ

み
と
化か

し

た
ア
キ
バ・コ
ス
プ
レ・
サ
ミ
ッ

ト
も
開か

い

催さ
い

。

　

も
ち
ろ
ん
、
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
エ
、

伊い

藤と
う

カ
レ
ン
、
谷た

に

川が
わ

セ
ル
ジ
オ
、

宮み
や

原は
ら

ジ
オ
ゴ
な
ど
の
コ
ロ
ニ
ア

歌か

手し
ゅ

も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
。

郷き
ょ
う

土ど

食し
ょ
く

広ひ
ろ

場ば

で
は
和わ

洋よ
う

ス
イ
ー
ツ
合が

っ

戦せ
ん

　

毎ま
い

年と
し

長ち
ょ
う

蛇だ

の
列れ

つ

を
な
す
郷

き
ょ
う

土ど

広ひ
ろ

場ば

の
ブ
ー
ス
。
今こ

年と
し

は

郷き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くを
食た

べ
た
あ
と
の
デ

ザ
ー
ト
で
「
和わ

洋よ
う

ス
イ
ー
ツ

合が
っ

戦せ
ん

」
と
な

り
そ
う
だ
。

　

中な
か

で
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

は
「
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
」
で

大お
お

阪さ
か

、
長な

が

崎さ
き

、

群ぐ
ん

馬ま

、
茨

い
ば
ら

城き

、
鹿か

児ご

島し
ま

、
岡お

か

山や
ま

、
滋し

賀が

、
熊く

ま

本も
と

、
福ふ

く

島し
ま

の

９
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
自じ

慢ま
ん

の
味あ

じ

を
競き

そ

う
。「
イ
チ
ゴ
大だ

い

福ふ
く

」
も
山や

ま

口ぐ
ち

、
山や

ま

梨な
し

、
埼さ

い

玉た
ま

、
三み

重え

の

４
県け

ん

で
メ
ニ
ュ
ー
に
挙あ

が
っ
て

い
る
。

　
そ
の
ほ
か
生な

ま

チ
ョコ
、生な

ま

チ
ョ

コ
抹ま

っ

茶ち
ゃ

（
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）、
か
る
か

ん
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う（
鹿か

児ご

島し
ま

）、ク
レ
ー
プ

（
埼さ

い

玉た
ま

）、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

天て
ん

ぷ
ら
（
佐さ

賀が

、
茨

い
ば
ら

城き

）
に

も
注

ち
ゅ
う

目も
く

が
集あ

つ

ま
り
そ
う
。

　

各か
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
腕う

で

を
競き

そ

う
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

で
は
、
柿か

き

の
葉は

寿ず

司し

（
奈な

良ら

）、チ
キ
ン
南な

ん

蛮ば
ん（
宮み

や

崎ざ
き

）、

ほ
う
と
う
（
山や

ま

梨な
し

）、
き
り
た

ん
ぽ
（
秋あ

き

田た

）、
姿

す
が
た

寿ず

司し

や
タ

タ
キ
（
高こ

う

知ち

）、
焼や

き
に
し
ん

や
イ
カ
焼や

き
（
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）、
だ

ん
ご
汁じ

る

や
と
り
め
し
（
大お

お

分い
た

）

あ
た
り
が
定て

い

番ば
ん

だ
。

　

今こ

年と
し

の
新し

ん

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

は
、
岐ぎ

阜ふ

の
け
い
ち
ゃ
ん
味み

噌そ

ヤ
キ
ソ
バ
と
五ご

平へ
い

餅も
ち

が
お

薦す
す

め
と
言い

え
そ
う
。

　

郷
き
ょ
う

土ど

食し
ょ
く

広ひ
ろ

場ば

で
は
、
以い

前ぜ
ん

か
ら
「
座す

わ

る
場ば

所し
ょ

が
な
い
」

と
の
問も

ん

題だ
い

が
指し

摘て
き

さ
れ
て
き

た
が
、
今こ

年と
し

は
改か

い

善ぜ
ん

策さ
く

と
し

て
食

し
ょ
く

事じ

広ひ
ろ

場ば

を
２
倍ば

い

以い

上じ
ょ
うに

拡か
く

大だ
い

す
る
。
さ
ら
に
「
待ま

ち

時じ

間か
ん

」
の
対た

い

策さ
く

と
し
て
、
一い

ち

部ぶ

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

で
は
試し

験け
ん

的て
き

に

携け
い

帯た
い

の
ア
プ
リ
で
購こ

う

入に
ゅ
うで
き

る
仕し

組く

み
を
利り

用よ
う

す
る
。

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

広ひ
ろ

場ば

で
も

企き

画か
く

盛も

り
だ
く
さ
ん

　
「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

広ひ
ろ

場ば

」
は
、
体た

い

験け
ん

、
講こ

う

演え
ん

、
紹

し
ょ
う

介か
い

の
３
つ
に

区く

切ぎ

ら
れ
る
。
体た

い

験け
ん

ス
ペ
ー

ス
で
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ラ

ジ
オ
体た

い

操そ
う

、
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

な
ど

の
デ
モ
に
加く

わ

え
、「
一い

っ

緒し
ょ

に
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
時じ

間か
ん

も
設も

う

け
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
式し

き

の
欧お

う

州し
ゅ
う

音お
ん

楽が
く

に
合あ

わ
せ
て
身か

ら

体だ

を
動う

ご

か
す
も
の
、
ブ
ラ
ジ

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た

ア
マ
ゾ
ン
ブ
ー
ス

　

出
し
ゅ
っ

展て
ん

者し
ゃ

広ひ
ろ

場ば

の
赤あ

か

ス
テ
ー

ジ
反は

ん

対た
い

側が
わ

、
２
８
番ば

ん

の
ブ
ー
ス

で
は
、
汎は

ん

ア
マ
ゾ
ニ
ア
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

が
今こ

年と
し

も
出

し
ゅ
っ

展て
ん

す
る
。

　

毎ま
い

年と
し

好こ
う

評ひ
ょ
うな
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｔ
Ａ

(

ト
メ
ア
ス
総そ

う

合ご
う

農の
う

業ぎ
ょ
う

協き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い)

の
製せ

い

品ひ
ん

を
販は

ん

売ば
い

。
ジャ
ム
、

ア
サ
イ
や
ク
プ
ア
ス
ー
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
提て

い

供き
ょ
うす
る
。

　
ま
た
、今こ

年と
し

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
た
め
、特と

く

別べ
つ

に
作つ

く
った「
９
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

ア
マ
ゾ
ン
移い

住じ
ゅ
う

記き

念ね
ん

祭さ
い

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
も
販は

ん

売ば
い

さ
れ

る
。こ
の
機き

会か
い

に
是ぜ

非ひ

ど
う
ぞ
。

　

今こ

年と
し

も
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う

）
の
『
第だ

い

２
２

回か
い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
』
が
、
７
月が

つ

５
日か

（
金き

ん

）、
６
日か

（
土ど

）、
７
日か

（
日に

ち

）
の
３
日か

間か
ん

、
サ

ン
パ
ウ
ロ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
本ほ

ん

国ご
く

以い

外が
い

で
は
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
う

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
、
約や

く

２
０
万ま

ん

人に
ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
見み

込こ

ん
で
い
る
。
日に

本ほ
ん

か
ら
も
大お

お
ぜ
い勢
の
人ひ

と

が
来ら

い

伯は
く

し
、
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

、
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

の
郷き

ょ
う

土ど

食し
ょ
く

、
コ
ス
プ
レ
や
ミ
ス
・
ニ
ッ
ケ
イ
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

体た
い

験け
ん

、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
充じ

ゅ
う

実じ
つ

し
た
企き

画か
く

を
楽た

の

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
だい

　回
かい

日
に

本
ほん

祭
まつ

り第 回22

ル
音お

ん

楽が
く

を
使つ

か

っ
た
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
体た

い

操そ
う

も
。

　

講こ
う

演え
ん

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

が
い
る
家か

族ぞ
く

が
知し

っ
て

お
い
た
方ほ

う

が
よ
い
話は

な
し、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

が
良よ

い
精せ

い

神し
ん

状じ
ょ
う

態た
い

を
維い

持じ

す
る
方ほ

う

法ほ
う

な
ど
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
ポ

語ご

講こ
う

演え
ん

が
行お

こ

な
わ
れ
る
。
た

だ
し
日に

本ほ
ん

語ご

が
で
き
る
人ひ

と

も

常じ
ょ
う

駐ち
ゅ
うす
る
よ
う
だ
。

　

紹
し
ょ
う

介か
い

ス
ペ
ー
ス
で
も
デ
イ
・

ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
な
ど
に
関か

ん

す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行お

こ
な
う
団だ

ん

体た
い

が
説せ

つ

明め
い

を
す

る
。
今こ

年と
し

も
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

棋き

院い
ん

や
ブ
ラ
ジ
ル
将

し
ょ
う

棋ぎ

連れ
ん

盟め
い

が
出

し
ゅ
っ

張ち
ょ
うし

て
体た

い

験け
ん

が
で
き
る
。

手し
ゅ

で
ア
マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

バ
ラ
ー
ド「
こ

の
地ち

に
舞ま

い
降お

り
た
の
は
」

を
作さ

く

詞し

作さ
っ

曲き
ょ
くし
た
Ｚ
ｅ
ｎ
ｋ

ｙ
ｕ
さ
ん
が
歌う

た

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

　

各か
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
よ
る
公こ

う

演え
ん

も

盛も

り
だ
く
さ
ん
だ
。
佐さ

賀が

、

静し
ず

岡お
か

、
大お

お

阪さ
か

、
島し

ま

根ね

、
三み

重え

、
鳥と

っ

取と
り

、
熊く

ま

本も
と

、
岐ぎ

阜ふ

、

長な
が

崎さ
き

、
山や

ま

形が
た

が
踊お

ど

り
を
披ひ

露ろ
う

。
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

、
リ

ズ
ム
体た

い

操そ
う

等な
ど

の
お
馴な

染じ

み
の
も

の
か
ら
、

鳥と
っ

取と
り

の
傘か

さ

踊お
ど

り
、
長な

が

崎さ
き

の
蛇じ

ゃ

踊お
ど

り
、
山や

ま

形が
た

の
花は

な

笠が
さ

音お
ん

頭ど

な
ど
の

郷き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

も
。
今こ

年と
し

ＣＡＭＴＡの製
せい

品
ひん

も販
はん

売
ばい

！

プロ和
わ

太
だい

鼓
こ

奏
そう

者
しゃ

の小
お

田
だ

洋
よう

介
すけ

さん（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

日に

本ほ
ん

か
ら
も
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

多た

数す
う

、

充じ
ゅ
う

実じ
つ

の
舞ぶ

台た
い

公こ
う

演え
ん

！

今こ

年と
し

も
日に

本ほ
ん

か
ら
多た

数す
う

の

出し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

が
来ら

い

伯は
く

し
、
圧あ

っ

巻か
ん

の

ショ
ー
を
披ひ

露ろ
う

す
る
。「
緑み

ど
りの
ス

テ
ー
ジ
」
で
は
６
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

、
お
馴な

染じ

み
の
中な

か

平ひ
ら

マ
リ
コ

さ
ん
が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

。

昼ひ
る

１
２
時じ

４
５
分ふ

ん

か
ら

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
三さ

ん

度ど

目め

だ

と
い
う
和わ

太だ
い

鼓こ

奏そ
う

者し
ゃ

・
小お

田だ

洋よ
う

介す
け

さ
ん
（
３
９
、
和わ

歌か

山や
ま

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
＝
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

姫ひ
め

路じ

在ざ
い

住じ
ゅ
う＝
が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

。
小お

田だ

さ

ん
は
１
７
年ね

ん

９
月が

つ

ま
で
太た

い

鼓こ

芸げ
い

能の
う

集し
ゅ
う

団だ
ん

「
鼓こ

ど
う童
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
日に

本ほ
ん

を
は
じ
め

世せ

界か
い

３
０
カ
国こ

く

で
演え

ん

奏そ
う

を
披ひ

露ろ
う

し
、
演え

ん

出し
ゅ
つ・
作さ

っ

曲き
ょ
くま
で
手て

掛が

け
る
一い

ち

流り
ゅ
う

奏そ
う

者し
ゃ

だ
。
太た

い

鼓こ

コ
ー
ナ
ー
に
常

じ
ょ
う

駐ち
ゅ
うし
、
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
や
太た

い

鼓こ

指し

導ど
う

も
行

お
こ
な

う
。同お
な

じ
く
６
日か

午ご

後ご

５
時じ

３
５
分ふ

ん

か
ら
は
、
数か

ず

々か
ず

の
け

ん
玉だ

ま

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う

経け
い

験け
ん

を
持も

つ
世せ

界か
い

的て
き

超ち
ょ
う

有ゆ
う

名め
い

選せ
ん

手し
ゅ

、
秋あ

き

元も
と

悟さ
と
るさ
ん
が
そ
の
名め

い

人じ
ん

芸げ
い

を

披ひ

露ろ
う

す
る
。
秋あ

き

元も
と

さ
ん
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
技わ

ざ

を
多た

 
す
う数
生う

み
出だ

し
て
お
り
、
そ
の
独ど

く

創そ
う

性せ
い

と
精せ

い

度ど

の
高た

か

さ
は
、
世せ

界か
い

の
け
ん
玉だ

ま

選せ
ん

手し
ゅ

か
ら
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
る
程ほ

ど

だ
。

午ご

後ご

３
時じ

５
０
分ぷ

ん

に
は
米べ

い

国こ
く

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

歌か

手し
ゅ

、
ト
シ
・
カ
プ
チ
ー

ノ
さ
ん
、
午ご

後ご

４
時じ

５
０
分ぷ

ん

に
は
日に

本ほ
ん

の
ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

ブラジル人
じん

にも普
ふ

及
きゅう

する健
けん

康
こう

体
たい

操
そう

今
こ

年
とし

もユバ農
のう

場
じょう

のブースで
は特
とく

産
さん

品
ひん

が買
か

える

日
に

本
ほん

のアマチュア歌
か

手
しゅ

Zenkyuさん

今
こ

年
とし

最
もっと

も美
うつく

しいミス・ニッケイが決
き

まる

緑のステージ　７月６日（土）
時間 グループ名 　内容

9:00 太鼓パレード 太鼓パレード

9:30 中平マリコ 国際歌手

9:50 三重県人会 健康体操

10:05 山梨武人会服部半蔵 武術

10:25 気炎太鼓 太鼓

10:45 希望の家音楽療法 音楽療法

11:00 開会式 式典

12:00 鳥取県人会 傘踊り

12:20 北海道ハマナス会 日本舞踊

12:45 小田洋介【国際的な演奏家】太鼓　
13:20 レプレーザ阿波おどり 阿波おどり

13:45 熊本県人会 Ginastica

14:05 ピック・マサロ 歌手

14:30 琉球國祭り太鼓 獅子舞 太鼓

14:55 長崎龍踊り 龍踊り

15:10 岐阜県人会 郡上踊りと郡上節

15:30 大坂なにわ会 Banda Flauta, 
Teclado, Violao

15:50 カプチーノ 国際歌手

16:15
島根－安来節
どじょうすくい

安来節どじょうす
くい

16:35
北海道維新
よさこいソーラン よさこいソーラン

16:50 Zenkyu 日本の歌手

17:10 リュウ・ジャクソン 歌手

17:35
秋元悟 “けん玉パフォー
マー”

Atração Interna-
cional 国際交流
基金

18:05 Edson Saito e Yes Band バンド

18:30
ミス・ニッケイと
ケンジ・ヤマイ 美人コンテスト

2019 年日本祭りイベント表
緑のステージ　７月７日（日）

時間 グループ名 内容

9:25 太鼓パレード 太鼓

9:55 天龍和太鼓 太鼓

10:20 長唄越後獅子 日本舞踊

10:40
ブラジル合気道連盟－タ
ケムス研究所

武術

11:00
歌舞伎メドレーオーケス
トラ和の会と藤間流日本
舞踊学校

日本舞踊

11:30 谷川セルジオ 歌手

11:50 健康体操長崎県人会 リズムダンス

12:10 龍高知よさこい よさこいソーラン

12:30 山形県人会 花笠音頭とダリア

12:50 小田洋介 和太鼓　国際的
な演奏家

13:20
秋元悟 “けん玉
パフォーマー”

Atracao 
internacional - 
国際交流基金

13:45 フリーダムスタイル ダンサ・デ・ルア

14:10
琉球芸能同好会
エイサー太鼓

太鼓

14:30 伊藤カレン 歌手

14:55 香川－木の広場 ダンス

15:05 一魂和太鼓 太鼓

15:15 神楽　広島県人会 演劇

15:50 青空－三味線 三味線

16:05 沖縄社交ダンス 社交ダンス

16:20 Mic 国際歌手

17:00
コスプレサミットと
ケンジ・ヤマイ

コスプレコンクール

世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

祭
さい

典
てん
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